
今
月
の
主
な
内
容

C
o
n
te
n
ts 23456121518

　

い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
市
場

　

一
条
通
の「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
食
育
広
場
」

が
9
月
17
日
、「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
市
場
」
と

し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
四
万
十
株
式
会
社
が
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
平
成
20
年
９
月

か
ら
運
営
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
の
改
装

の
目
玉
は
、
調
理
場
と
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
整

備
で
す
。

　

当
日
は
、
記
念
行
事
と
し
て
市
場
前
の
路

上
で
輪
投
げ
、物
産
展
な
ど
も
開
か
れ
、大
勢

の
買
い
物
客
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も「
ま
ち
な
か
」の
直
販
所
と
し

て
の
特
長
を
い
か
し
、
人
々
の
交
流
や
産
地

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
場
と
し
て
、
多
く
の

み
な
さ
ん
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
　

四
万
十
ヒ
ノ
キ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
設
立

津
波
避
難
訓
練

集
落
営
農
を
支
援
し
ま
す

特
集：

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
再
開

う
ま
い
ち
や
フ
ェ
ス
タ
参
加
者
募
集

市
民
病
院 

新
任
医
師
紹
介

10
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

▼▼▼▼▼▼▼▼
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第17回

テーマソング決定！
今回初めてウルトラマラソンのテーマソングを募集したところ、中国上海市や大阪府など、県内外より17曲の応募
があり、土居まりさん（宿毛市）の「はるかな一歩」がグランプリとなりました。

　競技当日は2000人のランナーがそれぞれの限界にチャレンジします。テーマソングでランナーの背中を後押しす
るとともに、沿道での皆さんの暖かい声援をお願いします。
　また、コースとなっている道路は、幅の狭いところが多くあります。ランナーの安全はもとより、大会が円滑に運
営できるよう、当日はコース内への自動車の乗り入れは、極力控えていただきますようお願いします。

スポーツを通じて市民の健康増進と心豊かな明るい地域社会づくりに寄与することを目的に開催します。

■スタート
100㎞の部：5時30分／市立蕨岡中学校前
60㎞の部：10時  　 ／四万十町こいのぼり公園前

■ゴール
県立中村高校・中学校　旧グラウンド（到着予想時刻：12時～19時30分）

■表彰式（100km・60kmの部ともに男女総合1～8位）
場　所　県立中村高校・中学校　旧グラウンド
時　間　16時30分～

【問い合わせ先】
四万十川ウルトラマラソン実行委員会事務局　☎（34）0605  FAX（34）4894
西土佐事務局（西土佐ふれあいホール内）　　　☎（52）1110  FAX（52）1446

参加資格　市内に居住または勤務する人で、各種目ごとの要項に定める範囲とします。
参加申込　(財)四万十市体育協会事務局または、各種目団体事務局へお申し込みください。
※大会における事故の補償は、各種目団体で応急処置を行い、病院を紹介した後は、大会本部が加入するスポーツ傷害
　保険以外の補償はありません。

【問い合わせ・申込先】(財)四万十市体育協会事務局（市民スポーツセンター内）　☎（34）2071

 四万十市民総合体育祭四万十市民総合体育祭第７回  四万十市民総合体育祭
総合開会式　　日　時　11月6日（日）8時30分～　　場　所　市民スポーツセンターアリーナ

安並スポーツセンター 運動広場

具同体育センター
安並スポーツセンター アリーナ
安並スポーツセンター 運動広場（ナイター）
安並スポーツセンター 武道場
安並スポーツセンター アリーナ
安並スポーツセンター 弓道場
安並スポーツセンター 卓球場
四万十川西詰渡川緑地
安並スポーツセンター アリーナ
安並スポーツセンター 運動広場
西南大規模公園 テニスコート
安並スポーツセンター 温水プール
安並スポーツセンター 運動広場
西南大規模公園 テニスコート
中村南小学校 グラウンド
安並スポーツセンター アリーナ 
安並スポーツセンター 運動広場
安並スポーツセンター 運動広場
安並スポーツセンター 四万十スタジアム
具同体育センター
河川敷ゲートボール場
天狗高原（大野ヶ原ブナ林探索）：出発7時30分／安並スポーツセンター
安並スポーツセンター アリーナ
具同体育センター
天狗高原（600年の巨木パワー）：出発8時／安並スポーツセンター
安並スポーツセンター 運動広場
具同体育センター
安並スポーツセンター 運動広場
安並スポーツセンター 四万十スタジアム

10月1日（土）
～11月30日（水）

10月30日（日）

11月 3日（木）

11月 6日（日）

11月10日（木）

11月12日（土）

11月13日（日）

11月20日（日）

11月23日（水）

11月27日（日）

早起きソフトボール

居　　合
スカッシュバレーボール
ペタンク
空手（玄武館）  
剣　　道　　
弓　　道
卓　　球
ふれあいマラソン
ソフトバレーボール
シニアソフトボール
ソフトテニス（一般・Jｒ）
水　　泳
グラウンド・ゴルフ
ソフトテニス（中学生）
少年野球
バドミントン
壮年ソフトボール
サッカー
軟式野球
家庭婦人バレーボール
ゲートボール
登山（中村山の会）
ビートスカッシュ
9人制女子バレーボール
登山（シ・マムタの会）
少年サッカー
ミックスバレーボール
実年ソフトボール
軟式野球

日　　程 種　　目 場　　所

四万十川の自然と清流を守ろう
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８
月
24
日（
水
）、四
万
十
ヒ
ノ
キ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議

会
の
設
立
総
会
が
、市
立
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
（
会
長：

四
万
十
市
長
）
は
、
四
万
十
市
、
四
万
十

町
、中
土
佐
町
、三
原
村
で
生
産
さ
れ
る
ヒ
ノ
キ
を「
四
万
十

ヒ
ノ
キ
」と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
た
官

民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
推
進
組
織
と
し
て

設
立
し
た
も
の
で
、４
市
町
村
と
７
森
林
組
合
、
高
知
県
森

連
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
生
産
拡
大
と
適
正
な
森
林

整
備
の
推
進
の
た
め
の
路
網
の
整
備
や
間
伐
の
促
進
、公
共

施
設
の
木
造
化
と
木
質
化
の
推
進
、四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
利
用

促
進
に
向
け
た
ヒ
ノ
キ
製
の
名
刺
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
グ
ッ
ズ
の
作
成
、四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
供
給
体
制
へ
の
取
り

組
み
、
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
平
成
23
年
度
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
決
定
を
し
ま
し
た
。

四
万
十
ヒ
ノ
キ
ブ
ラ
ン
ド
化

　
　
　
　
　

推
進
協
議
会
設
立
総
会

　

今
年
度
、市
で
は
、新
た
に
建
築
さ
れ
る
住
宅
の
う
ち
、一
定
量
以
上
の
市
産
材
を
使
用
し
、所
定
の
条
件

を
満
た
し
た
住
宅
に
対
し
て
、費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

当
事
業
を
利
用
さ
れ
て
い
る
施
主
の
ご
厚
意
に
よ
り
、木（
市
産
材
）を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
住
宅
建
築

の
木
造
部
分
や
、完
成
ま
で
の
道
程
を
随
時
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　

　

な
お
、現
場
作
業
中
で
す
の
で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

随
時（
10
月
上
旬
に
上
棟
予
定
）
　
　
　

場
　

所
　

四
万
十
市
具
同 

明
屋
書
店
か
ら
北
に
2
0
0
m

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）林
業
課
　

☎（
3
4
）1
1
1
8

四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業
　

住
宅
見
学

　

一
条
通
の「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
食
育
広
場
」が
改
装
工
事
を

終
え
て「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
市
場
」と
し
て
９
月
17
日
に
新
装

開
店
し
ま
し
た
。尾
﨑
知
事
も
出
席
し
て
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
の
後
に
、「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
門
前
町
秋
祭
り
」と
し

て
、一
条
通
商
店
街
内
の
看
板
や
目
印
を
探
し
だ
す
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
や
、「
市
場
」へ
納
品
し
て
い
る
生
産
者
の
方
々
に
よ
る
路

上
市
等
が
開
催
さ
れ
、終
日
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

民
間
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
閉
店
と
な
っ
た
の
を
機
に
、

商
店
街
の
灯
を
消
し
て
は
い
け
な
い
と
ま
ち
づ
く
り
四
万
十

株
式
会
社
が
立
ち
上
が
っ
て
地
元
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
や
加

工
品
を
販
売
す
る「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
食
育
広
場
」を
オ
ー
プ

ン
し
た
の
が
平
成
20
年
９
月
。開
店
当
初
は
売
上
が
思
う
よ
う

に
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、新
規
出
品
者
の
開
拓
に
よ
り
品
揃

え
の
充
実
を
図
る
な
ど
を
し
て
経
営
改
善
に
努
め
、売
上
高
お

よ
び
来
客
数
と
も
に
年
々
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
方
々
か
ら
、安
心
・
安
全
な
食
材
の
提
供
や
少
量

販
売
、
高
齢
者
世
帯
へ
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
望
む
声
が
多
く

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、県
な
ら
び
に
市
補
助
金
を
活
用
し
て「
食
」

の
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
更
な
る
機
能
充
実
を
図
る
た
め
の

改
修
工
事
を
今
年
７
月
か
ら
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
修
に
よ
り
従
来
の
直
販
機
能
に
加
え
、総
菜
加
工

を
行
う
調
理
室
や
、催
事
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
、交
流
広
場
の
整

備
等
が
図
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
地
元
産
の
安
心
安
全
な

食
材
を
活
用
し
た
総
菜
品
の
提
供
や
、各
商
店
街
の
企
画
販
売

イ
ベ
ン
ト
、健
康
相
談
や
食
育
に
関
す
る
勉
強
会
の
実
施
、ま

た
高
齢
者
世
帯
へ
の
少
量
商
品
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

「
食
」の
在
り
方
が
見
直
さ
れ
て
い
る
現
在
、「
市
場
」が
こ
れ

か
ら
担
う
社
会
的
役
割
は
大
変
重
要
で
あ
り
、ま
た
中
心
市
街

地
活
性
化
に
つ
な
が
る
施
設
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
10
月
号

3



中
村
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

　
　

 

市
長
訪
問
懇
談
会

　

９
月
７
日（
水
）
、市
内
の
５
つ
の
女
性
団
体
で
組
織
す
る

「
中
村
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
」と

市
長
と
の
懇
談
会
が
、
働
く
婦
人

の
家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
４
つ
の
団
体
か
ら
11

人
の
参
加
が
あ
り
、各
団
体
か
ら
、

活
動
概
要
や
課
題
な
ど
を
報
告
し

て
も
ら
い
な
が
ら
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

少
子
化
対
策
に
か
か
る
意
見
交

換
で
市
長
は
、「
子
育
て
支
援
も
大

切
だ
が
、
独
身
男
女
の
出
会
い
の

き
っ
か
け
づ
く
り
も
重
要
」
と
し

た
う
え
で
、
市
主
催
で
開
催
す
る

「
す
て
き
な
出
会
い 

オ
ー
タ
ム

パ
ー
テ
ィ
ー 

in 

四
万
十
」
を
紹

介
す
る
と
、「
大
賛
成
！
ぜ
ひ
成
功

さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
の
エ
ー
ル
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、太
陽
光
発
電
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備
な
ど
の
意
見
や
要
望
が
出
さ

れ
和
や
か
に
懇
談
し
ま
し
た
。

　

市
長
訪
問
懇
談
会
は
、市
長
が
地
域
の
団
体
、サ
ー
ク
ル
の

活
動
の
場
を
訪
問
し
、活
動
の
見
学
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
じ

か
に
語
り
合
い
、「
対
話
と
協
調
」
の
場
と
す
る
た
め
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、で
き
る

限
り
市
長
が
出
か
け
て
行
き
ま
す
。

　

ご
希
望
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
本
庁
）企
画
広
報
課 

秘
書
広
報
室 

広
報
公
聴
係

　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
８
１
０

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
５
）０
０
０
７

　
　
　
　

Ｅ
メ
ー
ル

：kouhou@
city
.shim
a
nto.lg

.jp

津
波
避
難
訓
練

　

９
月
４
日
（
日
）、下
田
、八
束
地
区
で
、
県
下
一
斉
総
合
防

災
訓
練
の
一
環
と
し
て
、津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実

施
。両
地
区
あ
わ
せ
て
約
２
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、台
風
が
通
過
し
た
翌
日
で
天
候
に
も
恵
ま
れ
、参

加
し
た
人
々
は
汗
を
か
き
な
が
ら
も
、避
難
ル
ー
ト
を
確
認

し
な
が
ら
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
施
設
だ
け
で
な
く
、
裏
山

や
近
く
の
高
台
な
ど
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
整
備
さ
れ
た
津
波
避
難
路
を
使
っ
て
避
難
訓
練
も

行
わ
れ
た
ほ
か
、地
元
消
防
団
や
警
察
の
関
係
機
関
も
参
加

し
て
、本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
様
々
な
場
面
を
想
定
し
、継
続
的
に
避
難

訓
練
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

の
津
波
避
難
対
策
に
活
か
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
つ
い
て
は
ま
と
ま
り
次
第
、皆
さ
ま
に
報
告
す
る

予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
庁
）総
務
課 

防
災
対
策
係
　

☎（
3
5
）2
0
4
4

　

９
月
６
日（
火
）、Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ(

株)

と
高
知
県
、四
万
十
市

の
３
者
で
協
働
の
森
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。こ
れ
で
協
定
は
４
社
と
な
り
ま
し
た
。

　

協
働
の
森
づ
く
り
事
業
は
、高
知
県
が
平
成
17
年
度
か

ら
進
め
て
い
る
事
業
で
、
環
境
先
進
企
業
と
市
町
村
、
高

知
県
が
互
い
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
森
づ
く
り
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ(

株)

で
は
、
全
国
の
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
等
に
お

い
て
、機
種
変
更
な
ど
で
不
要
と
な
っ
た
携
帯
電
話
の
取

扱
説
明
書
な
ど
を
回
収
し
、
循
環
再
生
紙
と
し
て
、
ま
た

新
た
な
取
扱
説
明
書

や
社
内
封
筒
、
名
刺

な
ど
に
再
利
用
す
る

と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
を
展
開
し
て
お

り
、
そ
の
際
の
古
紙

売
却
金
の
一
部
を
協

働
の
森
づ
く
り
の
協

賛
金
と
し
て
森
林
整

備
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 K

D
D
I
の
森
誕
生
　

－

協
働
の
森
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定－

中央がＫＤＤＩ中村部長

【
協
定
森
林
の
概
要
】

名
　

称
 

K
D
D
I
取
扱
説
明
書
リ
サ
イ
ク
ル
の
森

場
　

所
 

蕨
岡（
市
有
林
）

面
　

積
 

6
2
・
5
6
ha

期
　

間
 

平
成
23
年
9
月
6
日
〜
平
成
26
年
9
月
5
日

平
成
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年
10
月
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市
で
は
、
地
域
農
業
を

維
持
・
発
展
さ
せ
る
有
効

な
手
段
と
し
て
「
集
落
営

農
」を
進
め
て
い
ま
す
。集

落
営
農
と
は
、
集
落
内
の

話
し
合
い
の
も
と
で
、
機

械
や
施
設
の
共
同
利
用
や

共
同
作
業
を
し
な
が
ら
、

集
落
ぐ
る
み
で
営
農
活
動

を
行
う
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
生
産
コ
ス
ト
の

低
減
や
作
業
効
率
の
向
上

に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
取
り
組
み
へ
の
支
援

　

集
落
営
農
に
取
り
組
み
、
農
業
用
機
械
や
施
設
等

を
整
備
す
る
場
合
、「
集
落
営
農
・
拠
点
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
事
業
」を
活
用
で
き
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　

期
間：

平
成
23
年
〜
25
年
度

●
平
成
23
年
度
補
助
事
業
導
入
予
定

■
集
落
営
農
立
ち
上
げ
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
支
援

　

集
落
営
農
に
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
地
域
・

組
織
を
集
め
、
設
立
に
必
要
と
な
る
取
り
組
み
な

ど
を
提
案
し
て
い
く
会
を
年
３
回
ほ
ど
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、集
落
営
農
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
地
域
へ

関
係
機
関（
市
、幡
多
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、J
A
）

が
出
向
き
、
集
落
営
農
に
つ
い
て
の
説
明
や
座
談

会
を
行
う
な
ど
、
組
織
設
立
ま
で
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

■
集
落
営
農
設
立
後
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　

集
落
営
農
組
織
設
立
後
も
、既
存
の
組
織
を
集
め
、そ
の
運
営
に
お
い
て

課
題
や
問
題
点
等
が
あ
れ
ば
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
支
援
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
会
を
開
催
し
て
い
ま
す（
年
３
回
予
定
）。

■
先
進
地
視
察

　

他
県
お
よ
び
他
市
町
村
に
あ
る
集
落
営
農
の
先
進
的
取
り
組
み
を
行
う

地
域
・
組
織
を
訪
ね
、設
立
経
緯
な
ど
の
話
を
聞
い

た
り
、施
設
等
を
視
察
し
ま
す
。

■
集
落
営
農
研
修
会

　

集
落
営
農
の
先
進
的
取
り
組
み
を
行
う
組
織
を

招
き
、講
演
を
行
い
、集
落
営
農
の
推
進
に
お
け
る

手
法
等
を
学
ぶ
会
で
す
。
今
年
は
11
月
中
旬
に
行

う
予
定
で
す
。

※
現
在
、四
万
十
市
で
は
23
組
織
が
集
落
営
農
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。皆

　

さ
ん
の
地
域
で
も
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
関
係
機
関
が
協
力
し
ま

　

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）農
業
課
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
７

（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

集落営農を支援します集落営農を支援します

組
織
名

導
入
機
械
等

ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
蕨
岡

畝
立
機
、ロ
ー
タ
リ
ー
レ
ー
キ

若
藤
営
農
組
合

畦
塗
機
、畝
立
機
、管
理
機
　

他

西
土
佐
中
央
組
合

機
械
部
会
津
賀
支
部

農
業
用
倉
庫
、乾
燥
機
、

籾
摺
機
一
式

伊
才
原
夢
ふ
ぁ
〜
む

農
業
用
倉
庫

農
業
用
倉
庫

三
里
営
農
組
合

支援対象

共同で利用するトラクターなど

農機具を購入したり、農機具格納

庫を建てたい組織

農産加工に取り組むため、加工用

の機械、施設を整備したい組織

グリーンツーリズムなどに取り

組むために農家レストランや直

販所を整備したい組織

地元施行による簡易な耕作道や

用排水路の整備などをしたい組

織

５ａ以下でもレンタルハウスを

利用して野菜等を作りたい農家

または組織

電気牧柵の設置や簡易牛舎など

をレンタル方式で建てたい農家

または組織

補助金上限額

1組織あたり

機械：980万円

（事業費：1400万円）

施設：700万円

（事業費：1000万円）

1組織あたり

　700万円

（事業費：1000万円）

1組織あたり

　540万円

（事業費：600万円）

1農家または1組織あたり

　700万円

（事業費：1000万円）

1農家または1組織あたり

　420万円

（事業費：600万円）

事業実施主体

集落営農組織

農業協同組合

補助率

7／10以内

県5／10

市2／10

9／10以内

県5／10

市4／10

7／10以内

県5／10

市2／10

補助事業種目

農業機械・施設整備事業

農産加工機械・施設整備事業

新設

農村交流施設整備事業　

新設

基盤整備事業

機械施設レンタル事業

肉用牛放牧利用支援事業

関
係
機
関
が
お
手
伝
い
し
ま
す

四万十市集落営農・拠点ビジネス支援事業

平
成
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年
10
月
号

5



　　　

現
代
社
会
は
、
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
量
消
費
に
よ
っ
て
、
地
球
温
暖
化

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
不
足
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
電

力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
私
た
ち
の

価
値
観
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
太
陽
光
や
風
力
と
い
っ

た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
こ
れ
ま

で
以
上
の
大
き
な
期
待
で
す
。

　

市
で
は
、
豊
富
な
水
、
森
林
資
源
や

降
水
量
、
日
照
時
間
な
ど
本
市
の
特
性

を
活
か
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
球
温

暖
化
防
止
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巡
る
日

本
の
現
状
や
本
市
の
温
暖
化
防
止
対

策
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
へ
の
取
組

み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、新
エ
ネ
法（
略
称
）に
よ
り
、「
石
油
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
図
る
た
め
特
に
必
要
な
も
の
」
な
ど

と
定
義
さ
れ
、太
陽
光
発
電
、風
力
発
電
、バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、農

業
用
水
や
小
さ
な
河
川
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、資
源
が
枯
渇
せ
ず
、汚
染
物
質
や
二
酸
化

炭
素
を
排
出
し
な
い
環
境
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、「
大
量
供
給
が
で
き
な
い
」、「
コ
ス
ト
が
高
い
」、「
季

節
、天
候
、昼
夜
に
よ
っ
て
発
電
量
が
変
動
す
る
」
な
ど
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
現
状

■
消
費

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、「
産
業
部
門
」、「
民
生
部
門
」、

「
運
輸
部
門
」の
３
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
私
た
ち
の
家
庭
や
職
場
に
直
接
関
係
の
あ
る
「
民

生
部
門
」で
は
、利
便
性
や
快
適
性
を
求
め
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
や
事
務
所
な
ど
の
空
調
、照
明
器
具
の
増
加
、Ｏ
Ａ
化
な

ど
に
よ
り
、１
９
７
３
年
の
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
時
に
比
べ
、

約
２
．５
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
ま
す
。

■
供
給

　

現
在
、日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
約
８
割
が
石
油
、石
炭
、

天
然
ガ
ス
な
ど
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
実
績
は
、２
０
０
５
年
時
点
で

石
油
、石
炭
、原
子
力
な
ど
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー（※

）総
供
給
量

の
約
３
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

〔
以
上
高
知
県
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
引
用
〕

　

※

自
然
か
ら
採
取
さ
れ
た
ま
ま
の
物
質
を
源
と
し
た
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
の
こ
と
。こ
れ
に
対
し
て
、ガ
ソ
リ
ン
や
電
気
な
ど
使
い

　

や
す
く
加
工
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い

　

う
。

安
心
で
き
る
未
来
の
た
め
に
…

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、技
術
的
に
は
実
用
段
階
に
達
し
つ
つ
あ

る
も
の
の
、い
ま
す
ぐ
化
石
燃
料
に
取
っ
て
代
わ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、家
庭
や
企
業
で
利
用
す
る
に
は
ま
だ
ま

だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
う
し
て
い
る
間
に
も
私
た
ち
の
暮
ら
し
で
は
利

便
性
、快
適
性
を
求
め
る
あ
ま
り
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
は

増
え
続
け
て
い
ま
す
。こ
の
ま
ま
で
は
、地
球
温
暖
化
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
の
枯
渇
な
ど
の
問
題
は
何
も
解
決
し
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
、大
量
廃
棄
、大
量
消
費
の
今
の
生
活
を
見
直
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

市
で
は
、温
暖
化
防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
幅
広
く
実
施
し
な
が
ら
、今
後
は
、本
市
の
恵
ま
れ
た
資
源

を
う
ま
く
活
か
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

公
共
施
設
へ
の
設
置

　

来
年
度
か
ら
新
た
に
開
校
す
る
西
土
佐
小
学
校
（
現
川
﨑
小

学
校
）や
、来
年
度
完
成
予
定
の
中
村
小
学
校
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
す
。

　

中
村
小
学
校
で
は
、30
kW
の
シ
ス
テ
ム
を
予
定
し
て
お
り
、年

間
発
電
量
3
0
，5
0
7
kW
、
二
酸
化
炭
素
削
減
量
は
年
間

1
0
，9
8
3
㎏
（
杉
１
本
が
１
年
間
に
吸
収
す
る
C
O
2
量
の

約
7
8
5
本
分
）に
な
り
ま
す
。

　　　

中村小学校完成予想図

西土佐小学校完成予想図
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
へ
補
助

　

市
で
は
、昨
年
度
か
ら「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」

を
設
置
さ
れ
る
人
に
、そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
48
台
の
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
し
て
補
助
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
で
発
電
で
き
る
電
気
量
は
、年
間
約

1
9
9
，0
0
0
kW
で
、約
7
7
，6
0
0
㎏（
杉
１
本
が
１
年

間
に
吸
収
す
る
C
O
2
量
の
約
5
，5
4
0
本
分
）の
C
O
2

を
１
年
間
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

補
助
金
の
申
請
受
付
を
再
開
し
ま
す
！

　

本
年
度
の
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

事
業
」は
、予
算
額
に
到
達
し
た
た
め
７
月
で
申
請
受
付
を
終

了
し
て
い
ま
し
た
が
、９
月
議
会
に
お
い
て
予
算
の
増
額（
10

件
分
）を
行
い
ま
し
た
の
で
、10
月
17
日（
月
）か
ら
申
請
受
付

を
再
開
し
ま
す
。

　

な
お
、今
回
の
受
付
に
つ
い
て
も
、予
算
額
に
到
達
次
第
終

了
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

・
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人

・
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
市
内
の
シ
ス
テ
ム
付
き
新
築
住

　

宅
を
購
入
す
る
人

■
補
助
金
額

　

出
力
１
kW
あ
た
り
３
万
円（
上
限
12
万
円
ま
で
）

■
申
請
方
法

　

申
請
書
と
申
請
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
環
境
生
活
課

　

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
先
着
順
）

　

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

　

か
、環
境
生
活
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
人
に
は
、売
電
量
お
よ
び
買
電
量

　

の
デ
ー
タ
の
提
供
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

※
申
請
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
着
手
前
に

　

行
っ
て
く
だ
さ
い
。工
事
開
始
後
の
申
請
で
は
補
助
金
が

　

交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
市
税
の
滞
納
が
あ
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

小
水
力
発
電
復
活
へ
の
検
討
開
始

　
　
　
　

〜
富
山
地
域
〜

■
地
域
の
紹
介 

　

市
の
中
心
地
か
ら
約
15
キ
ロ
ほ
ど
北
に
位
置
す
る
当
地
域
で

は
、平
成
12
年
に
酒
米
の
生
産
を
開
始
し
、地
元
の
酒
造
会
社
が

製
造
、販
売
す
る「
純
米
吟
醸
と
み
や
ま
」の
原
料
と
し
て
供
給

し
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
20
年
に
は
、「
梅
酒
」の
原
料
と
し
て
、

地
区
で
栽
培
さ
れ
た
米
と
梅
の
供
給
も
始
め
、
こ
れ
を
機
に
地

区
外
住
民
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら「
梅
の
里
づ
く
り
」に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

■
地
域
の
声

　

（
大
用
土
地
改
良
区
理
事
長 

伊
勢
脇
精
蔵
さ
ん
）

　

当
地
区
に
は
、大
正
時
代
に
農
業
用
水
を
利
用
し
た
水
力
発

電
所
が
あ
り
、地
区
の
製
材
所
や
各
家
庭
で
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。水
路
は
、片
魚
か
ら
大
用
ま
で
の
田
ん
ぼ
に
昔
か
ら
利
用

さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
歴
史
の
あ
る
貴
重
な
水
路
を
活
用
し
て
、
再
び
小
水
力

発
電
が
で
き
た
ら
小
学
校
や
保
育
所
に
電
気
を
供
給
で
き
、未

来
を
担
う
子
供
た
ち
が
郷
土
を
愛
し
、
誇
り
に
思
っ
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
か
、そ
し
て
、富
山
に
来
て
く
れ
る
人
も
増
え
、地

域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
当
地
区
で
の
小
水
力
発
電
の
可
能
性
に
つ
い
て
、高

知
県
の「
小
水
力
発
電
市
町
村
支
援
事
業
」に
よ
り
９
月
９
日
、

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、こ
の
調
査
結
果
を
基
に
実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
、地

区
や
関
係
機
関
と
共
に
調
査
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
で
止
め
よ
う
温
暖
化

子
ど
も
の
マ
イ
バ
ッ
グ
宣
言

　

子
ど
も
の
マ
イ
バ
ッ
グ
宣
言
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
マ
イ

バ
ッ
グ
を
利
用
す
る
習
慣
を
つ
け
て
も
ら
い
、
地
球
環
境
を
守

る
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
取
り
組
み
で
す
。

　

初
と
な
る
今
年
度
は
、45
チ
ー
ム
1
2
9
人
が
参
加
。

　

夏
休
み
の
約
１
ヶ
月
間
、マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
っ
て
の
買
い
物

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
８
月
29
日
（
月
）
に
は
、
レ
ジ
袋
を
断
っ
た
割
合
が

チ
ー
ム
の
平
均
で
80
％
以
上
と
な
っ
た
36
チ
ー
ム
、１
０
１
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
終
了
後
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト（
選
択
式
）で
は
、「
ご
み

を
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た

（
69
人
）
」
、「
他
に
も
環
境
に
い
い

こ
と
に
取
り
組
ん
だ
（
38
人
）
」
と

な
っ
て
お
り
、
相
乗
効
果
も
表
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
や
意
識
が
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
自
身
に
、

も
っ
と
も
っ
と
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
、
植
物
を
建
築
物
の
外
側
に
生
育

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、建
築
物
の
温
度
上
昇
抑
制
を
図
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
手
法
で
す
。

　

四
万
十
市
で
は
、次
の
施
設
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〔
本
年
度
実
施
場
所
〕

　

●
保
育
所（
下
田
、竹
島
、東
山
、

　
　

蕨
岡
、大
用
、具
同
、八
束
）

　

●
小
学
校（
下
田
、東
山
、蕨
岡
、

　
　

利
岡
、東
中
筋
、中
村
南
）

　

●
中
学
校（
中
筋
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
庁
）環
境
生
活
課 

環
境
係
　

☎（
３
４
）６
１
２
６  
小水力発電を「地域活性化の
起爆剤に」と意気込む伊勢脇さん

表彰式
（これからもマイバッグを利用します）東中筋小学校
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平
成
23
年
9
月
市
議
会
定
例
会

市
長
施
政
方
針

（
要
旨
）

■
地
震
津
波
対
策

　

７
月
９
日
、
10
日
に
、
私
と
防
災
対
策
係
長
が

東
日
本
大
震
災
被
災
地
、宮
城
県
と
岩
手
県
を
視

察
。本
市
の
場
合
、四
万
十
川
河
口
域
、下
流
域
の

津
波
対
策
が
特
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認

識
し
た
。

（
１
） 

津
波
避
難
路
・
避
難
場
所
対
策

　

津
波
避
難
路
の
追
加
整
備
と
し
て
、新
規
３
路

線
と
既
存
避
難
路
の
修
繕（
手
す
り
、舗
装
、照
明

な
ど
）
を
計
画
。
坂
本
地
区
で
は
住
民
が
高
規
格

道
路
内
の
施
設
へ
避
難
で
き
る
よ
う
、国
土
交
通

省
中
村
河
川
国
道
事
務
所
に
要
望
を
し
て
い
る
。

　

海
抜
高
度
調
査
及
び
表
示
板
設
置
は
指
定
避

難
路
・
避
難
場
所
等
を
対
象
に
１
０
０
ヶ
所
で
実

施
。指
定
避
難
場
所
や
高
台
へ
の
避
難
誘
導
標
識
、

案
内
板
も
沿
岸
部
に
重
点
的
に
設
置
す
る
。県
幡

多
土
木
事
務
所
に
は
下
田
地
区
土
佐
西
南
大
規

模
公
園
内
の
海
抜
高
度
表
示
と
津
波
避
難
に
関

す
る
啓
発
看
板
の
設
置
、「
と
ま
ろ
っ
と
」内
の
多

目
的
棟
や
キ
ャ
ビ
ン
を
災
害
時
に
市
の
避
難
場

所
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
協
定
の
締
結
を
お

願
い
し
て
お
り
、ま
た
国
土
交
通
省
に
は
河
川
堤

防
の
河
川
距
離
標
識
に
海
抜
高
度
表
示
板
を
設

置
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。ま
た
、下
田
、八
束

地
区
な
ど
21
地
区
に
お
い
て
、津
波
避
難
計
画
の

策
定
や
、自
主
防
災
会（
未
組
織
10
地
区
）の
組
織

率
１
０
０
％
を
目
指
す
た
め
に
、自
主
防
災
組

織
設
立
支
援
員（
１
名
）の
配
置
を
行
う
。

（
２
）情
報
連
絡
手
段
の
多
重
化
対
策

　

災
害
時
等
に
お
け
る
情
報
伝
達
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
８
月
15
日
よ
り
、
津
波
警
報
や
避

難
勧
告
、避
難
指
示
等
の
緊
急
速
報
を
流
す
こ

と
が
で
き
る
防
災
情
報
メ
ー
ル
の
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
。市
内
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話

利
用
者
に
対
し
、一
斉
に
災
害
や
避
難
情
報
を

メ
ー
ル
で
配
信
す
る
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
と
い

う
も
の
。
受
信
料
や
月
額
使
用
料
は
無
料
。
今

後
他
社
で
も
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た

場
合
に
は
追
加
導
入
を
検
討
す
る
。災
害
時
の

電
話
回
線
が
不
通
に
な
る
こ
と
へ
の
対
応
と

し
て
、
衛
星
携
帯
電
話
の
購
入
や
、
四
万
十
市

お
知
ら
せ
メ
ー
ル
事
業（
現
在
登
録
者
２
２
２

名
）
の
活
用
の
他
、
消
防
サ
イ
レ
ン
の
空
白
地

帯
の
解
消
手
立
て
と
し
て
、学
校
Ｉ
Ｐ
電
話
通

信
と
地
区
有
線
放
送
の
機
能
を
活
用
し
た
地

区
有
線
放
送
活
用
消
防
サ
イ
レ
ン
を
下
田
地

区
（
竹
島
、
井
沢
、
井
沢
団
地
）
、
八
束
地
区
（
間

崎
、深
木
、山
路
）で
導
入
す
る
。

（
３
） 

避
難
訓
練

　

９
月
４
日
、県
下
一
斉
の
高
知
県
総
合
防
災

訓
練
に
は
、下
田
、八
束
地
区
で
は
住
民
、自
主

防
災
会
、消
防
団
、保
育
所
、小
・
中
学
校
、そ
の

他
関
係
機
関
か
ら
約
２
千
人
が
参
加
し
、本
番

さ
な
が
ら
の
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
。避
難
経

路
や
避
難
場
所
の
確
認
な
ど
、津
波
へ
の
日
頃

か
ら
の
備
え
の
必
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
等
も
分

析
し
、今
後
の
対
策
に
活
か
し
て
い
く
。

　

財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
が
所
管
す
る
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
活
性
化
推
進
会
議
か
ら
下
田

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
代
表
・
下
田
消
防
分
団
長
、

ク
ラ
ブ
員
28
名
）
が
、
仲
間
づ
く
り
を
通
じ
て
、

共
助
の
心
を
深
め
合
い
、防
災
訓
練
の
重
要
性

を
認
識
し
、地
域
の
防
災
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
る
「
モ
デ
ル
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
」
に

選
定
さ
れ
た
。将
来
の
地
域
防
災
を
担
う
人
材

の
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
。

（
４
）
友
好
都
市
サ
ミ
ッ
ト
災
害
時
相
互
応
援

　
　

 
協
定

　

７
月
８
日
、北
海
道
別
海
町
で
開
催
さ
れ
た

友
好
都
市
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
。
大
阪
府
枚
方
市
、
沖
縄
県

名
護
市
、
北
海
道
別
海
町
、
及
び
本
市
の
４
市

町
に
よ
る
、沖
縄
か
ら
北
海
道
に
ま
た
が
る
全

国
的
に
も
ま
れ
に
見
る
広
域
で
の
連
携
で
あ

り
、同
時
に
災
害
を
受
け
る
可
能
性
は
極
め
て

低
く
、大
規
模
災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
は
互
い

に
応
援
、
助
け
合
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
四

国
西
南
サ
ミ
ッ
ト
（
７
市
５
町
１
村
）
で
の
災

害
時
相
互
応
援
協
定
締
結
に
続
き
、大
変
心
強

い
協
定
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
支
援
事
業

　

四
万
十
市
快
適
環
境
整
備
事
業
費
補
助
金

制
度
を
見
直
し
た
。南
海
地
震
対
策
を
加
速
さ

せ
る
た
め
、防
災
関
連
整
備
に
津
波
避
難
路
整

備
を
追
加
し
、ま
た
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
地
域
づ
く
り
支
援
に
よ
る
地
区
へ
の
補
助

に
つ
い
て
、メ
ニ
ュ
ー
に
追
加
す
る
と
と
も
に
、

対
象
も
支
援
地
区
か
ら
市
内
全
域
に
拡
大
。名

称
も「
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
支
援
事
業

費
補
助
金
」に
変
更
し
た
。

■
農
業
振
興

　

市
の
農
業
研
修
施
設
四
万
十
農
園
あ
ぐ
り

っ
こ
か
ら
２
人
が
研
修
修
了
し
、８
月
か
ら
新

た
に
農
業
に
就
い
た
。新
規
就
農
者
を
支
援
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
就
農
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、幡
多
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
等
の

関
係
機
関
と
連
携
し
て
新
規
就
農
者
等
支
援

チ
ー
ム
も
立
ち
上
げ
た
。
ま
た
、
新
た
に
四
万

十
市
集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会
も
設
立
し

た
。

■
林
業
振
興

　

８
月
24
日
、四
万
十
市
、四
万
十
町
、中
土
佐

町
、三
原
村
で
生
産
さ
れ
る
ヒ
ノ
キ
を
、「
四
万

十
ヒ
ノ
キ
」と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ
と

津波避難訓練(9月4日、下田地区）
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を
目
的
と
し
た
、四
万
十
ヒ
ノ
キ
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。４
市
町
村
と
関
係
す

る
森
林
組
合
、高
知
県
森
林
組
合
連
合
会
で
構
成

し
、四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
官

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
。

■
観
光
振
興

　

今
後
、
中
村
料
理
飲
食
店
組
合
、
市
旅
館
組
合
、

商
振
連
、
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
な
ど
と
連
携

し
、宿
泊
客
に
市
内
飲
食
店
で
の
お
も
て
な
し
を

行
う
事
業
や
、各
地
域
に
眠
っ
て
い
る
資
源
の
掘

り
起
こ
し
を
行
い
な
が
ら
、宿
泊
を
伴
う
商
品
を

開
発
し
、
通
年
型
・
滞
在
型
の
観
光
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

■
雇
用
対
策

　

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業
は
今
年

度
43
事
業
、事
業
費
２
億
４
，４
１
０
万
円
、新
規

雇
用
の
失
業
者
の
人
件
費
１
億
６
，２
８
１
万
円

で
１
７
５
名
を
雇
用
。ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

基
金
事
業
は
14
事
業
、
事
業
費
１
億
４
，
２
３
８

万
円
、
同
新
規
雇
用
人
件
費
８
，
２
１
４
万
円
で

30
名
を
雇
用
。
今
議
会
に
も
、
緊
急
雇
用
９
事
業

を
追
加
提
案
し
て
い
る
。

■
市
民
病
院

　

北
海
道
北
見
市
で
現
在
勤
務
中
の
高
知
県
出

身
の
内
科
医
師
に
市
民
病
院
勤
務
を
お
願
い
し

て
い
た
と
こ
ろ
、10
月
に
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。こ
の
医
師
は
長
年
北
海
道
の
地
域
医
療
に
携

わ
り
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
医
学
に
も
精
通
。
市

民
病
院
は
、生
活
習
慣
病
の
予
防
か
ら
治
療
ま
で

の
診
療
体
制
の
充
実
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、大

き
な
力
に
な
る
。市
の
保
健
予
防
体
制
の
充
実

に
も
貢
献
し
て
も
ら
え
る
と
期
待
。
こ
れ
で
、

内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、
脳
外
科
と
も
に
、
複

数
常
勤
医
師
体
制
に
な
っ
た
。
内
科
は
、
ほ
か

に
非
常
勤
医
師
10
名
か
ら
応
援
を
も
ら
っ
て

い
る
。

　

病
院
の
経
営
改
善
は
、医
療
専
門
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
か
ら
助
言
や
提
言
等
を
受
け
、増
収

策
と
し
て
、
①
病
床
利
用
率
の
向
上
、
②
適
正

な
診
療
報
酬
の
確
保
、③
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
生

産
性
向
上
、
コ
ス
ト
削
減
策
と
し
て
、
①
材
料

費
の
抑
制
、②
委
託
費
の
縮
減
な
ど
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
着
実
に
成
果
も
出
て
き
て
い
る
。

　

今
年
度
の
収
支
状
況
は
、現
時
点
で
は
計
画

ど
お
り
推
移
。病
院
経
営
の
安
定
化
の
た
め
に

は
、
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
や
回
復
・
維
持
期
医

療
を
担
う
地
域
医
療
機
関
、介
護
施
設
と
の
連

携
に
よ
る
病
態
に
応
じ
た
患
者
の
紹
介
等
に

よ
り
、病
床
稼
働
率
を
一
層
向
上
さ
せ
る
こ
と

等
が
課
題
。

　

市
民
病
院
は
急
性
期
医
療
を
担
う
病
院
と

し
て
、幡
多
の
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、

補
正
予
算
案
で
一
般
会
計
か
ら
の
経
営
支
援

を
改
め
て
お
願
い
し
て
い
る
。

■
学
校
教
育
施
設
の
整
備

　

中
村
小
学
校
の
改
築
事
業
は
平
成
24
年
10

月
末
ま
で
。
主
要
部
分
は
、
同
年
８
月
を
目
処

に
完
成
さ
せ
、２
学
期
か
ら
開
始
出
来
る
予
定
。

川
﨑
小
学
校
校
舎
増
築
・
大
規
模
改
造
工
事
は
、

仮
設
校
舎
へ
の
引
越
し
は
今
年
10
月
初
旬
に

行
う
予
定
。
具
同
小
学
校
校
舎
の
耐
震
化
は
、

主
体
と
な
る
工
事
は
全
て
終
え
た
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
工
事
は
、地
元
に
よ
る
受
注

機
会
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、市
内
業
者
に
よ

る
入
札
を
行
い
、
い
ず
れ
の
工
事
も
、
市
内
業

者
ま
た
は
市
内
業
者
に
よ
る
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体
が
落
札
し
た
。

■
少
子
化
対
策

　

今
年
が
初
年
度
と
な
る
出
会
い
の
き
っ
か

け
応
援
事
業
は
、結
婚
を
考
え
て
い
る
独
身
男

女
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、少
し

で
も
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目

的
に
、「
す
て
き
な
出
会
い
オ
ー
タ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
in
四
万
十
」
と
銘
打
っ
て
11
月
20
日
に

開
催
す
る
。

■
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

　

今
年
度
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、大
会
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
を
全
国
公
募
。県
内
外
か
ら
17
曲
の

応
募
が
あ
り
、グ
ラ
ン
プ
リ
曲
な
ど
上
位
３
曲

を
各
会
場
で
流
す
。

■
庁
舎
環
境
整
備

　

庁
舎
玄
関
ホ
ー
ル
は
、「
地
域
の
デ
パ
ー
ト
」

に
ふ
さ
わ
し
く
、市
民
の
皆
さ
ん
の
安
ら
ぎ
と

憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、四
万
十
川
流
域
の
豊

か
な
自
然
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
素
材
を
取
り
入

れ
、高
知
県
木
の
香
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

費
補
助
金
、ふ
る
さ
と
応
援
基
金
等
を
活
用
し
、

四
万
十
ヒ
ノ
キ
を
装
飾
材
に
使
っ
た
内
装
に

す
る
。
ま
た
、
小
京
都
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
和
風

の
屋
根
付
き
の
庁
舎
に
あ
わ
せ
て
、こ
の
ほ
ど

京
都
府
在
住
の
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団

員
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
、京
都
鴨
川
の
上
流
で

と
れ
た
貴
船
石
の
庭
石
を
玄
関
前
に
、石
灯
籠

を
掲
示
板
横
に
設
置
し
た
が
、市
の
木
で
あ
る

柳
も
駐
車
場
脇
に
シ
ン
ボ
ル
的
に
一
部
植
栽

す
る
な
ど
、外
構
の
環
境
整
備
も
行
う
。

■
任
意
団
体
の
事
務
を
担
任
す
る
場
合

　

の
事
務
及
び
会
計
取
扱
要
領
の
改
正

　

主
な
内
容
は
、会
計
事
務
、通
帳
・
印
鑑
の
保

管
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
課
内
職
員
の
２
者
で

行
っ
て
い
た
も
の
を
、原
則
３
者
管
理
と
す
る

こ
と
や
、年
１
回
の
所
属
長
に
よ
る
会
計
処
理

状
況
の
確
認
と
そ
の
報
告
義
務
を
規
定
し
、会

計
処
理
に
つ
い
て
の
チ
ェ
ッ
ク
の
実
効
性
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
。今
後
は
こ
れ

の
運
用
の
徹
底
を
図
り
、事
務
処
理
の
適
正
化

に
努
め
る
。

市民病院での診療（樋口佑次院長）
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夏
の
四
万
十
川
を

　

手
作
り
い
か
だ
で
川
下
り

　

８
月
20
日
（
土
）
、「
夏
じ
ゃ
け
ん
え
え
が
よ
四
万
十
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
西
土
佐
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
が
主
催
と
な

り
、市
内
外
か
ら
の
参
加
者
と
一
緒
に
い
か
だ
を
作
り
、四

万
十
川
を
川
下
り
す
る
と
い
う
夏
の
恒
例
行
事
で
す
。

　

今
年
は
３
艇
の
い
か
だ
を
参
加
者
み
ん
な
で
作
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
初
め
て
の
い
か
だ
作
り
に
悪
戦
苦
闘
し
て

い
ま
し
た
が
、ク
ラ
ブ
員
の
手
ほ
ど
き
も
あ
り
、無
事
完
成

し
ま
し
た
。３
艇
と
も
、個
性
の
あ
る
仕
上
が
り
と
な
り
ま

し
た
。
人
が
乗
っ
た
ら
浸
水
す
る
い
か
だ
も
あ
り
ま
し
た

が
、な
ん
と
か
出
発
!!

　

当
日
は
四
万
十
川
の
水
量
が
減
っ
て
お
り
、
流
れ
の
な

い
箇
所
で
は
い
か
だ
が
進
ま
な
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、

出
発
地
点
の
網
代
休
憩
所
下
の
川
原
か
ら
ゴ
ー
ル
の
四
万

十
楽
舎
ま
で
の
４
時
間
の
道
の
り
を
、
無
事
ゴ
ー
ル
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
、参
加
者
は
疲
労
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、

思
い
思
い
に
四
万
十
川
の
夏
の
魅
力
を
満
喫
し
、
達
成
感

あ
ふ
れ
る
夏
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
か
だ
下
り
終
了
後
は
、
交
流
会
を
行
い
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

員
と
参
加
者
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 ８

20
(土)

ふ
る
さ
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

in 

大
宮

　

高
知
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
人
と
地
域
の
研
究

所
」
が
主
催
す
る
「
ふ
る

さ
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
で
、
県
内
外
の
大
学

生
５
名
が
９
月
４
日
か

ら
16
日
ま
で
西
土
佐
大

宮
に
滞
在
し
、
集
落
調

査
と
農
業
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
株
式
会

社
大
宮
産
業
に
受
け
入

れ
て
も
ら
い
、
打
ち
合
わ
せ
や
地
域
の
話
を
聞
い
た

あ
と
、集
落
調
査
（
３
名
）
と
農
業
体
験（
２
名
）の
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な

現
地
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
研
究

テ
ー
マ
や
興
味
が
あ
る
こ
と
、
今
後
の
終
業
に
関
連

し
た
活
動
を
行
え
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
姿
勢
も
真

剣
で
す
。

　

14
日
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
報
告
会
が
開
催

さ
れ
、
学
生
達
は
大
宮
地
域
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
や

感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。
学
生
の
貴
重
な
実
習
の
場

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
と
っ
て
も
学
生
の
調

査
結
果
に
よ
り
集
落
の
現
状
が
把
握
で
き
た
こ
と
、

ま
た
学
生
の
視
点
か
ら
み
た
集
落
の
良
さ
、
課
題
等

の
発
掘
に
も
繋
が
り
、
今
後
の
地
域
活
性
化
に
も
活

か
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

四
万
十
川
チ
ャ
プ
チ
ャ
プ
体
験

　

〜
保
育
園
児
の
環
境
学
習
〜

　

８
月
22
日（
月
）、目
黒
川（
西
土
佐
津
野
川
）で
、津

野
川
保
育
所
、川
﨑
保
育
所
、本
村
保
育
所
の
年
長
園

児
を
対
象
と
し
た
環
境
学
習
「
四
万
十
川
チ
ャ
プ

チ
ャ
プ
体
験
」（
主
催:

四
万
十
の
日
実
行
委
員
会
）
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
保
育
園
児
に
川
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
、
楽
し
み
な
が
ら
川
の
生
き
物
と
触
れ
合
う
と

と
も
に
、
食
す
こ
と
に
よ
り
自
然
の
恵
み
の
大
切
さ

に
気
付
い
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

「
四
万
十
川
を
キ
レ
イ
に
」と
い
う
テ
ー
マ
の
紙
芝

居
を
披
露
し
た
後
、
四
万
十
川
で
捕
え
た
本
物
の
ウ

ナ
ギ
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
、
ツ
ガ
ニ
、
オ
イ
カ
ワ
な
ど
の
つ

か
み
捕
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。「
つ
る
つ
る
す
る
！
」、

「
こ
わ
い
ー
！
」
と
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
と
、器
用
に
つ
か
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
、実
際
の

川
に
慣
れ
親
し
ん
だ
あ
と
、お
昼
ご
は
ん
に
は
鮎
飯
、

テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
か
き
揚
げ
、
ア
オ
サ
ノ
リ
の
味
噌
汁

と
、〝
四
万
十
川
の
幸
〞
を
味
わ
い
ま
し
た
。

８
22

(月)

川の生き物たちにびっくり！

川遊び、楽しい～
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中
村
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

優
良
団
体
表
彰
を
受
賞

　

武
道
中
央
統
轄
団
体
の
統
一
組
織
と
し
て
昭
和
52

年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
武
道
協
議
会
で
は
、少
年
少
女

武
道
の
普
及
、発
展
に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
団
体
を

少
年
少
女
武
道
優
良
団
体
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
柔
道
、空
手
な
ど
９
武
道
か
ら
28
団
体
が

選
ば
れ
、四
万
十
市
か
ら
は
中
村
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
優
良
団
体
表
彰
を
受
賞
し
、７
月
31
日
に
全
日
本

少
年
少
女
武
道
練
成
大
会
開
会
式
（
会
場:
日
本
武
道

館
）
に
て
、
日
本
武
道
協
議
会
松
永
光
会
長
よ
り
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

中

村

柔

道

ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

昭
和
45
年
高
知
県

柔
道
協
会
中
村
支

部
内
に
結
成
以
来
、

少
年
少
女
の
指
導

育
成
に
努
め
て
お

り
、
今
年
度
の
受
賞

は
高
知
県
柔
道
協

会
か
ら
同
賞
に
推

薦
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

愛
犬
の
フ
ン
害
防
止

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

今
年
も
９
月
５
日(

月)

、
７
日

(

水)

、
９
日(

金)

の
早
朝
に
愛
犬
の

フ
ン
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一

環
と
し
て
、
犬
の
フ
ン
お
よ
び
ご

み
拾
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
中
村
地
区
区
長
会

(

会
長：

岡
山
静
夫
氏)

お
よ
び
具
同

地
区
区
長
会(

会
長：

福
永
吉
盛
氏)

を
中
心
と
し
て
後
川
右
岸
お
よ
び

四
万
十
川
両
岸
の
お
祭
り
広
場
に

て
行
わ
れ
、
協
力
団
体
と
併
せ
て
延
べ
１
５
０
人
以
上
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
平
成
10
年
ご
ろ
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
当
初
と
比
べ
る
と
犬
の
フ
ン
の
放
置
に
つ
い
て
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
ご
み
を
合

わ
せ
る
と
３
日
間
で
約
90 

kg
も
集

ま
り
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
た
美

化
活
動
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。
区
長
会
を
は
じ
め
協
力
団
体

の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
万
十
川
流
域
の
衛
生
環
境
を
維

持
す
る
た
め
に
今
後
と
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係

　
　

☎（
３
５
）４
１
４
７

９
９ (金)

９
７ (水)

９
５ (月)

７
31 (日)

 

兵
庫
県
い
な
み
野
学
園
で
市
長
講
演

　

９
月
２
日
（
金
）
、兵
庫
県
加
古
川
市
に
あ
る
兵
庫
県
い
な

み
野
学
園(

県
立
高
齢
者
大
学)

に
お
い
て
、「
四
万
十
の
自

然
・
歴
史
・
文
化
」と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

い
な
み
野
学
園
の
学
生
に
は
多
く
の
ふ
る
さ
と
応
援
団
員

が
お
り
、そ
の
方
た
ち
の
働
き
か
け
が
き
っ
か
け
と
な
り
、講

演
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

当
日
は
、台
風
12
号
接
近
の
影
響
に
よ
り
、天
候
が
あ
ま
り

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、講
堂
は
3
5
0
人
以
上
の
学

生
で
満
席
。

　

90
分
の
講
義
の
前
半
で
は
、
四
万
十
川
の
特
長
や
成
り
立

ち
な
ど
を
説
明
し
、
平
成
21
年
２
月
に
選
定
さ
れ
た
国
の
重

要
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
、沈
下
橋
な
ど
四
万
十
川
流
域
の

美
し
い
写
真
を
使
い
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、「
清
流
に
歴
史
と
文
化
を
映
す
ま
ち
」
と
し
て

四
万
十
市
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。市
の
概
要
説
明
や
観
光
情

報
の
ほ
か
に
、過
去
の
南
海
地
震
被
害
や
こ
れ
か
ら
の
防
災

対
策
な
ど
も
紹
介

し
、
最
後
に
は
「
四

万
十
市
ふ
る
さ
と

応
援
団
」
へ
の
入
団

呼
び
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

　

受
講
し
た
学
生

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

機
会
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
行
っ
て
み
た
い

と
い
う
声
が
多
く

聞
か
れ
、
多
く
の
方

が
興
味
を
持
っ
た

様
子
で
し
た
。

平
成
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年
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月
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「
四
万
十
う
ま
い
ち
や
フ
ェ
ス
タ
」
参
加
者
募
集

　

「
四
万
十
う
ま
い
ち
や
フ
ェ
ス
タ
」は
、四
万
十

の
食
を
通
じ
た
地
域
お
こ
し
を
目
的
と
し
て
開

催
す
る
も
の
で
、
地
域
の
伝
統
料
理
や
定
番
メ

ニ
ュ
ー
の
掘
り
起
こ
し
、ま
た
独
自
の
ア
イ
デ
ア

に
よ
る
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
等
に
つ
な
げ
、

市
民
を
は
じ
め
観
光
客
へ
の
定
着
・
浸
透
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
「
な
か
む
ら
名
物
Ｂ
級
グ
ル
メ
大

会
」
と
し
て
開
催
し
、
開
会
前
か
ら
多
く
の
列
が

で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
が
、今
年
度
は

一
般
か
ら
の
参
加
も
含
め
出
展
者
数（
前
大
会
9

店
舗
↓
今
回
17
店
舗[

予
定]

）や
募
集
人
数
も

大
幅
に
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

中
村
料
理
飲
食
店
組
合
や
地
元
料
理
研
究
グ
ル
ー
プ
の
方
々
が
提
供
す
る
自
慢
の

逸
品
を
ぜ
ひ
試
食
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
　

時
　

10
月
22
日（
土
）12
時
30
分
〜
14
時
45
分〔
受
付
開
始：

11
時
30
分
〕

●
場
　

所
　

中
村
天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
内

●
募
集
定
員
　

先
着
7
0
0
人（
※
中
学
生
以
上
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

小
学
生
以
下
は
同
伴
の
人
と
ご
一
緒
に
試
食
し
て
く
だ
さ
い
。

●
参
加
料
　

無
料

※
試
食
会
に
参
加
す
る
人
に
は
、
受
付
で
食
券
（
1
人
に
つ
き
4
店
舗
分
・
一
食
分
に

　

相
当
）、投
票
券
、ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
付
し
ま
す
。

　

投
票
券
と
ア
ン
ケ
ー
ト
は
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）商
工
課
　

☎（
3
4
）1
1
2
6 

前大会の模様：会場内は大盛況。

今大会は天神橋アーケード内で開催します。

　

天
神
橋
商
店
街
で
は
、空
き
店
舗
で
一
定
期
間
お
店
を
開
業
し
て
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
習

得
し
て
も
ら
う「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」の
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
名
称
　

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
T
J
B
」

■
店
舗
の
所
在
地
　

四
万
十
市
中
村
天
神
橋
54

■
募
集
店
舗
数
　

３
店
舗
程
度

　
　
　
　
　
　
　

（
募
集
店
舗
数
に
達
す
れ
ば
、お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
店
舗
面
積
　

１
店
舗
面
あ
た
り
６
〜
７
坪
程
度

■
応
募
資
格
 

　

①
卒
業
後
、独
立
し
て
天
神
橋
商
店
街
に
新
規
開
業
す
る
意
欲
の
あ
る
人

　

②
新
規
開
業
と
な
る
人
、ま
た
は
現
在
の
業
種
・
業
態
の
転
換
を
図
ろ
う
と
考
え
て
い
る
人

　

③
出
店
前
お
よ
び
出
店
期
間
中
の
講
習
会
や
運
営
会
議
な
ど
に
参
加
で
き
る
人

　

④
原
則
と
し
て
小
売
業
を
行
う
人

■
営
業
時
間
　

10
時
〜
19
時（
定
休
日：

水
曜
日
）

■
開
店
予
定
日
 

平
成
24
年
３
月
１
日（
木
）

■
契
約
期
間
　

６
ヶ
月
間
を
契
約
期
間
と
し
再
選
考
の
上
、更
新
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

※
原
則
と
し
て
最
長
１
年
間
を
予
定
。

■
費
用
負
担
　

店
舗
使
用
料：

月
額
８
千
円
〜
１
万
３
千
円
程
度

　
　
　
　
　
　

（
管
理
費
、水
道
光
熱
費
、共
益
費
を
含
む
）

組
合
費：

月
額
２
千
円

■
預
り
保
証
金
 

契
約
時
に
１
ヶ
月
の
店
舗
使
用
料
を
預
り
保
証
金
と
し
て
も
ら
い
う
け
ま
す
。

■
応
募
締
切
　

12
月
22
日（
水
）

■
選
考
方
法
　

出
店
者
の
選
考
は
書
類
審
査
の
上
、面
接
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

天
神
橋
商
店
街
振
興
組
合（
担
当：

田
中
、深
瀬
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
５
）２
０
１
９

天
神
橋
商
店
街

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
者
募
集

天
神
橋
商
店
街

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
者
募
集 平

成
23
年
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月
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8
月
16
日
〜
9
月
15
日

８
月
17
日
　

枚
方
市
と
の
友
好
推
進
協
議
会
総
会

　
　

19
日
　

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
諮
問

　
　

21
日
　

高
校
生
議
会

　
　

22
日
　

満
州
分
村
江
川
崎
開
拓
団
慰
霊
祭

四
国
横
断
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
総

会（
黒
潮
町
）

高
知
大
学
医
学
部
幡
多
医
療
道
場

　
　

23
日
　

農
業
委
員
全
員
研
修
会

　
　
　
　
　

下
田
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
研
修
会

　
　

24
日
　

四
万
十
な
ご
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
要
望
受

四
万
十
ヒ
ノ
キ
ブ
ラ
ン
ド
化
協
議
会
設
立
総
会

　
　

25
日
　

県
産
業
振
興
計
画
幡
多
地
域
会
議

　
　
　
　
　

手
話
サ
ー
ク
ル
わ
か
あ
ゆ
懇
談
会

　
　

26
日
　

市
議
会
教
育
民
生
委
員
会

　
　
　
　
　

川
上
健
彦
氏
叙
勲
受
賞
祝
賀
会

　
　

27
日
　

し
ま
ん
と
納
涼
花
火
大
会

　
　

28
日
　

日
本
将
棋
連
盟
夏
季
強
化
合
宿
挨
拶

　
　

29
日
　

高
知
西
南
地
域
公
共
交
通
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　

く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線
運
営
協
総
会

　
　

30
日
　

R
K
C
高
知
放
送
要
望（
高
知
市
）

　
　
　
　
　

く
ろ
し
お
鉄
道
取
締
役
会（
同
）

　
　

31
日
　

秋
水
刑
死
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

高
南
・
幡
東
漁
業
秩
序
を
守
る
会
総
会

９
月
１
日
　

金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

　
　

２
日
　

い
な
み
野
学
園
講
演
会（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

　
　

３
日
　

京
町
商
店
街
納
涼
祭

　
　
　
　
　

シ
ネ
マ
四
万
十
の
会

　
　

４
日
　

高
知
県
総
合
防
災
訓
練

　
　

５
日
　

台
風
12
号
災
害
対
策
本
部
会
議

　
　

６
日
　

協
働
の
森
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
式（
高
知
市
）

　
　
　
　
　

自
衛
隊
と
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
協
力
調

印
式（
香
南
市
）

　
　

７
日
　

退
職
消
防
団
員
市
長
表
彰
式

　
　
　
　
　

中
村
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
懇
談
会

　
　

８
日
　

９
月
議
会
定
例
会（
〜
28
日
）

　
　
　
　
　

四
国
経
済
団
体
連
合
会
四
国
西
南
講
演
会

　
　

９
日
　

救
急
医
療
連
絡
協
議
会

　
　

10
日
　

幸
徳
秋
水
特
別
展
示
開
会
式

　
　
　
　
　

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
交
流
戦
始
球
式

　
　

11
日
　

敬
老
会

　

こ
の
ほ
ど
二
つ
の
同
窓
会
誌
に
投
稿
を
し

ま
し
た
の
で
、掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
団
に
ご
入
団
く
だ
さ
い

　

私
は
、
昨
年
11
月
、
中
村
高
校
創
立
１
１
０

周
年
記
念
式
典
に
招
か
れ
、在
校
生
に
対
し
て
、

次
の
よ
う
な
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

君
た
ち
は
大
変
素
晴
ら
し
い
学
校
に
学
ん

で
い
る
。
な
に
よ
り
も
、
中
村
高
校
と
い
う
名

前
が
素
晴
ら
し
い
。ま
た
、歴
史
が
古
く
、た
く

さ
ん
の
先
輩
が
い
る
。ぜ
ひ
、こ
れ
か
ら
も「
中

村
」
の
名
前
を
守
り
、
新
し
い
歴
史
を
つ
く
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
。

　

中
村
市
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
中
村
は

残
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
お
も
う
も
の
。

遠
く
離
れ
る
ほ
ど
に
、ふ
る
さ
と
の
こ
と
が
気

に
な
り
、
い
と
お
し
い
。
私
自
身
、
３
年
前
、
大

阪
か
ら
中
村
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

　

熱
い
想
い
を
寄
せ
あ
っ
て
、ふ
る
さ
と
を
応

援
し
て
ほ
し
い
。
み
ん
な
で
守
り
、
支
え
て
ほ

し
い
。そ
ん
な
願
い
か
ら
、昨
年
８
月
、四
万
十

市
ふ
る
さ
と
応
援
団
の
募
集
を
始
め
ま
し
た
。

　

１
年
た
っ
て
団
員
は
約
６
０
０
人
。さ
す
が

関
西
。
半
分
は
関
西
在
住
者
で
す
。
四
万
十
川

水
泳
マ
ラ
ソ
ン
、ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
出
場
者

な
ど
の
四
万
十
フ
ァ
ン
、四
万
十
大
好
き
人
間

も
た
く
さ
ん
入
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

会
費
は
無
料
。名
前
を
登
録
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
、
毎
月
、
ふ
る
さ
と
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス

を
お
届
け
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
へ
の
ご
意
見
、

ご
提
言
な
ど
も
ド
ン
ド
ン
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

申
込
書
に
名
前
を
書
い
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
い

た
だ
く
か
、四
万
十
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で

も
、簡
単
に
ア
ク
セ
ス
、登
録
が
で
き
ま
す
。

　

な
る
べ
く
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
を
お

願
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
11
月
に
は
、関
西
の
応
援
団
員
同
士
の

交
流
会
を
、大
阪
市
内
で
開
催
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。団
員
に
は
ご
案
内
を
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、多
く
の
み
な
さ
ん
が
四
万
十
市
ふ
る

さ
と
応
援
団
に
ご
入
団
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

と
も
に
築
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、ふ
る

さ
と
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
。

（
中
村
高
校
同
窓
会
大
阪
支
部
　

   

 

「
四
万
十
川
」43
号
、９
月
発
行
）

　

中
村
は
中
村

　

高
校
入
学
直
後
の
現
代
国
語
の
授
業
。私
の

奇
妙
な
幡
多
弁
が
お
か
し
か
っ
た
の
か
、先
生

も
加
わ
っ
た
大
爆
笑
に
晒
さ
れ
た
。

　

八
束
中
学
は
中
村
市
の
は
ず
れ
。
中
村
が

「
お
ま
ち
」で
あ
り
、子
供
の
こ
ろ
中
村
に
行
く

の
が
ど
ん
な
に
楽
し
み
だ
っ
た
こ
と
か
。

　

高
知
は
小
学
校
の
修
学
旅
行
で
行
っ
た
だ

け
の
別
世
界
。少
年
の
心
は
い
た
く
傷
つ
い
た

が
、
そ
の
傷
の
深
さ
は
幡
多
と
土
佐
、
中
村
と

高
知
の
違
い
を
こ
こ
ろ
に
刻
み
こ
ん
だ
深
さ

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

高
校
生
活
は
養
正
寮
で
の
禁
欲
の
３
年
間

が
す
べ
て
。
高
２
の
時
、
寮
の
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
に
女
の
子
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
、

真
っ
赤
な
顔
で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
お
願
し
た

こ
と
が
、暗
い
キ
ャ
ン
バ
ス
に
淡
い
色
を
落
と

し
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。

　

大
学
で
東
京
に
出
て
、そ
の
ま
ま
系
統
金
融

の
仕
事
に
つ
き
、九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
全
国

を
回
っ
た
。

　

遠
く
離
れ
る
ほ
ど
に
、自
分
の
血
が
ど
う
し

よ
う
も
な
く
高
知
県
、
幡
多
、
中
村
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
ら
れ
る
。

　

ふ
る
さ
と
の
こ
と
が
気
に
か
か
り
、同
類
を

求
め
て
、同
窓
会
支
部
の
集
ま
り
や
県
人
会
に

は
結
構
足
を
運
ん
だ
。

　

関
西
で
は
支
部
の
役
員
を
し
、養
正
寮
の
集

ま
り
を
呼
び
か
け
た
り
し
た
。

　

そ
ん
な
最
中
、合
併
で
中
村
市
が
な
く
な
っ

た
。
自
分
の
ル
ー
ツ
を
消
さ
れ
た
よ
う
な
、
い

い
よ
う
の
な
い
無
念
と
む
な
し
さ
。

　

３
年
前
、自
分
に
折
り
合
い
を
つ
け
る
た
め
、

仕
事
に
区
切
り
を
つ
け
中
村
に
帰
っ
て
き
た
。

　

私
に
と
っ
て
、
あ
こ
が
れ
の
大
都
会
は
、
東

京
、大
阪
で
は
な
い
。高
知
で
も
な
い
。そ
れ
は

中
村
で
あ
る
。

　

中
村
市
は
消
え
て
も
中
村
は
残
っ
て
い
る
。

小
京
都
中
村
の
歴
史
は
高
知
よ
り
も
古
い
。

　

中
村
が
そ
の
輝
き
を
取
り
戻
し
、も
う
一
度

「
お
ま
ち
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
、
も
っ
と
こ
だ

わ
っ
て
い
き
た
い
。

（
高
知
学
芸
高
校
同
窓
会
　
　
　
　
　

「
Ｂ
Ｏ
Ｘ
学
芸
」19
号
、８
月
発
行
）

二
つ
の
投
稿

日 

誌

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

平
成
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年
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市教委だより

中村南小学校
　

７
月
９
日
（
土
）
の
夜
、

夏
の
暑
い
陽
射
し
の
余

韻
が
残
る
な
か
、Ｐ
Ｔ
Ａ

主
催
に
よ
る
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
〝
南
っ
子
祭
り
〞

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
児
童
、
卒
業
生
、

保
護
者
、地
域
の
人
々
が

大
勢
集
ま
り
、賑
や
か
に

ス
タ
ー
ト
。校
区
在
住
の
女
性
有
志
の
艶
や
か
な
浴

衣
姿
が
リ
ー
ド
す
る「
な
か
む
ら
踊
り
」や「
き
よ
し

の
ズ
ン
ド
コ
節
」、子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の「
ま
る

ま
る
も
り
も
り
」「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」の
全
４

曲
を
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
踊
る
子

ど
も
た
ち
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
学
年
ご
と
に
リ

ズ
ム
に
乗
っ
た
元
気
な
歌
声
が
響
き
、趣
向
を
凝
ら

し
た
振
付
、演
出
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
嵐
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
各
部
の
出
店
も
子
ど
も
た
ち
の
踊
り
や

歌
に
負
け
て
い
ま
せ
ん
。５
月
か
ら
の
準
備
の
甲
斐

が
あ
り
、
か
き
氷
、
焼
き
そ
ば
、
イ
カ
焼
き
、
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
、く
じ
引
き
な
ど
全
て
好
評
・
完
売
し
、満
足

そ
う
な
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
外

部
の
人
々
の
協
力
を
も

称
え
る
フ
ィ
ナ
ー
レ
の

創
立
30
周
年
記
念
花
火

が
、子
ど
も
た
ち
の
夢
を

の
せ
る
か
の
よ
う
に
、美

し
く
鮮
や
か
に
夜
空
を

飾
り
ま
し
た
。

リズムに乗った元気な歌声

(市)教育委員会　☎(34)1136　FAX(34)4271　E-mail：school@city.shimanto.lg.jp

西土佐事務所　☎(52)1110　FAX(52)1446　E-mail：n-school@city.shimanto.lg.jp

9 （土）

7

歌
に
踊
り
に

　

笑
顔
い
き
い
き

　
　
“

南
っ
子
祭
り
„

西土佐中学校

カ
ヌ
ー
体
験

　

西
土
佐
中
学
校
３
年
生
が
、四
万
十
川

で
カ
ヌ
ー
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
８
月
上
旬
の

実
施
が
増
水
の
た
め
延
期
と
な
り
迎
え

た
26
日
当
日
。午
前
中
は
雷
注
意
報
が
あ

る
な
ど
し
て
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、幸
い
午
後
か
ら
は
絶
好
の
カ
ヌ
ー
日

和
と
な
り
、西
土
佐
宮
地
か
ら
岩
間
沈
下

橋
ま
で
の
８
キ
ロ
を
参
加
者
全
員
で
下

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
車
に
乗
っ
て
一
瞬
に
通
り
過

ぎ
て
し
ま
う
西
土
佐
の
往
来
も
、川
面
か

ら
眺
め
る
と
全
く
違
っ
た
景
色
で
、聴
こ

え
て
く
る
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
鳥
の
さ
え

ず
り
、蝉
の
声
な
ど
が
と
て
も
間
近
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

カ
ヌ
ー
の
貸
出
に
始
ま
っ
て
、イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
や
カ
ヌ
ー
の
運
搬
な
ど
、地

域
や
保
護
者
の
温
か
い
支
え
が
あ
っ
て

こ
そ
成
り
立
っ
て
い
る
行
事
で
す
。中
学

３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
カ
ヌ
ー
体

験
。
そ
う
し

た

周

り

の

支

え

に

感

謝
し
な
が
ら
、

美
し
い
自
然

を
、
過
ぎ
ゆ

く
夏
を
満
喫

し
た
１
日
で

し
た
。

26（金）8
川面の景色に感動！

艶やかな浴衣姿と子供たちの共

後川中学校

夏
休
み
の
交
流
活
動

　

今
年
度
の
後
川
中
学

校
で
は
、学
力
向
上
に
お

い
て「
授
業
改
善
の
見
直

し
」と「
基
礎
学
力
定
着
」

の
取
り
組
み
、体
験
活
動

で
は
「
交
流
」
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、こ
の
夏
休
み

期
間
中
に
行
っ
た
４
日

間
の
交
流
活
動（
授
業
と

し
て
）の
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
保
育
所
」

と
の
交
流
で
す
。こ
こ
で

は
、幼
い
保
育
園
児
と
の

活
動
を
通
し
て
、相
手
を

考
え
て
行
動
す
る
な
ど
、

支
援
す
る
側
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、「
親
」と
の
交
流
で
す
。愛
校
作
業
で
親

（
大
人
）の
指
導
に
従
う
体
験
を
行
い
、そ
の
後
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
は
、準
備
を
自
分
た
ち
で
行
う
な
ど
の
主

催
者
の
立
場
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、「
地
域
」と
の
交
流
で
す
。校
区
の「
佐
田

の
沈
下
橋
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」イ
ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
、地
域
の
人
々
と
共
に
作
業
を
行
い
、

地
域
へ
の
貢
献
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

四
つ
目
は
、「
高
校
」へ
の
交
流
で
す
。３
年
生
全
員

で
幡
多
農
業
高
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
、

高
校
生
や
他
校
の
中
学
生
と
の
交
流
を
通
し
て
、将
来

の
進
路
へ
の
意
識
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、年
間
で
は
様
々
な
活
動
を
行
い
、校
訓
で

あ
る
、「
自
尊
」「
共
生
」「
創
造
」を
学
ん
で
い
ま
す
。

沈下橋のろうそくに点火愛校作業

平
成
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（34）2126

医
師
診
療
担
当
日
● 

受
　
　

付:

８
時
〜
11
時

● 

診
療
時
間:

９
時
〜

10
月
１
日
か
ら

月 火 水 木 金

内　科

外　科

整形外科

脳神経

外　科

泌尿器科

午前

午後

午前

午前

午前

午後 急　患　の　み

休　　　　　診

（第1週休診）

(禁煙
外来を
含む)

禁煙外来
（呼吸器外来）

初診
初診初診

再診

再診

再診

再診

休　診 再診

再診

再診

再診

再診

初診

矢野昭起
樋口佑次

初診 矢野昭起

樋口佑次 高橋敏也再診

樋口佑次

石井泰則

第2

第4

第1

第3

第5

樋口佑次

矢野昭起矢野昭起

再診 樋口佑次

（紹介患者のみ）

樋口佑次

鷲山憲治 

再診 樋口佑次 

鷲山憲治 

飛梅　亮 

国立高知
病院医師

竹田修司

竹田修司

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

新 任 医 師 紹 介

　はじめまして、10月から内科医師として働かせてもらいます矢野です。

　出身は四万十川と並ぶ四国の大河、吉野川中流域の盆地（嶺北地方）の土佐町（早明

浦ダムのある所）です。大学は北海道の札幌医科大学です。

　私の専門は「生活習慣病の治療と予防」ですが、お年寄りの色々な病気も診ます。病

気をしても軽症のうちに手当てをすれば、また元気となり、仕事ができるようになります。

　海と山の恵みが豊かな四万十市では、高齢化社会を恐れることはありません。心豊かな暮らしができ

る郷土を創り上げましょう。

矢野　昭起

【主な履歴】
昭和20年 6月　高知県土佐郡土佐町生まれ

昭和39年 3月　高知県立嶺北高等学校卒業

昭和41年 4月　札幌医科大学医学部入学

昭和52年 6月　米国留学（フロリダ州 ライフサイエンス研究所研究員）

昭和54年 4月　北海道大学医学部癌研究所ウイルス部門研究員

昭和58年10月　高知医科大学第３内科助手

平成 3年 4月　北海道立衛生研究所疫学部主任研究員

平成14年 4月　同所健康科学部 部長

平成17年 4月　北海道空知保健福祉事務所 北海道岩見沢保健所 医療参事

平成19年10月　市立根室病院 一般内科部長

平成23年 4月　北見赤十字病院　第二健診部長　

(所属学会）日本公衆衛生学会、人間ドック学会、日本老年病学会、日本高血圧学会、日本宇宙生物科学会、

日本ウイルス学会

や　の しょうき

内科部長

平
成
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年
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月
号

15



注1）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国保加入者で受診券を送付している人および40歳以上の協会けんぽ等加入の被扶養者で市に事前に予約済み
　　の人が対象です。    
注2）ポリオ対象者（個人通知します）
　　１回目…平成23年2月14日～平成23年7月28日生まれの人　２回目・未済者…平成16年4月26日～平成23年2月13日生まれの人 
　　※10月15日までの計画については、広報四万十9月号に掲載しています。

事　　業　　名　
妊婦教室
胃がん検診
定例健康相談
胃がん検診
妊婦教室
胃がん検診
健康の集い（食事会セット）
献血
乳児健診
献血
特定健診結果説明会
特定健診結果説明会
健康の集い
献血
1歳9ヵ月児健診
特定健診結果説明会
特定健診結果説明会
ポリオ　　　　　　　　　注2
ぴよっこクラブ（親子の集い）
ポリオ　　　　　　　　　注2
特定健診（生活習慣病健診）　注1
マム＆チルドレン
ポリオ　　　　　　　　　注2
出張料理教室
特定健診（生活習慣病健診）　注1
乳児・1歳6ヵ月児・3歳児健診
ポリオ　　　　　　　　　注2
特定健診（生活習慣病健診）　注1
ポリオ　　　　　　　　　注2
大腸がん検診容器配付
健康相談
子宮がん検診
子宮がん検診
乳児健診
胸部レントゲン（肺がん検診）
定例健康相談
大腸がん検診容器配付
医師による子育て相談　【要予約】
胸部レントゲン（肺がん検診）
出張健康相談
マム＆チルドレン
乳幼児（赤ちゃん）相談
ママタッチ教室
歯科相談
3歳児健診
大腸がん検診容器配付

月　 日
10月16日（日）

10月17日（月）

10月18日（火）

10月19日（水）

10月20日（木）

10月21日（金）

10月24日（月）

10月25日（火）

10月26日（水）

10月27日（木）

10月28日（金）

11月1日（火）

11月2日（水）

11月7日（月）

11月8日（火）

11月9日（水）

11月10日（木）

11月11日（金）

該当地区

蕨岡

富山
富山

富山
蕨岡

具同

具同

具同

時　　間
13:30 ～ 15:30
8:00 ～ 11:00
9:00 ～ 11:00
7:30 ～ 8:30
13:30 ～ 15:30
7:30 ～ 8:30
11:00 ～

12:30 ～ 17:00
12:50 ～ 13:30

9:00 ～ 11:30　12:30 ～ 17:00
10:00集合
13:30集合
13:30 ～

9:00 ～ 12:30
12:50 ～ 13:30
10:00集合
13:30集合

14:00 ～ 14:40
9:30 ～ 11:30
14:00 ～ 14:40

9:30 ～ 10:30　13:30 ～ 14:30
10:00 ～ 11:30
14:00 ～ 14:40
11：00～

9:30 ～ 10:30　13:30 ～ 14:30
受付 13:30 ～
14:00 ～ 14:40

9:30 ～ 10:30　13:30 ～ 14:30
14:00 ～ 14:40
9:00 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00
9:00 ～ 9:30
10:15 ～ 10:45
12:50 ～ 13:30
個別通知

9:00 ～ 11:00
9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 12:00　13:00 ～ 17:00
個別通知

9:00 ～ 11:00
10:00 ～ 11:30
9:30 ～ 11:00
9:30 ～ 11:00
9:30 ～ 11:00
12:50 ～ 13:30
14:30̃16:00

場　　　所
市役所 3階 会議室
蕨岡生活改善センター
西土佐分署横
藤ノ川出荷所
市役所 3階 会議室
西土佐保健センター
下家地集会所
物産館サンリバー四万十
市役所 3階 会議室
サニーマート四万十店
片魚ふれあいの里
常六集会所
奥屋内下集会所
幡多総合庁舎
市役所 3階 会議室
富山地区集会所
JA高知はた中村東部出張所
市民病院
西土佐保健センター
市民病院
自由ヶ丘老人憩いの家
具同体育センター
市民病院
長生集会所
具同体育センター
西土佐保健センター
市役所 3階 会議室
具同体育センター
市民病院
中筋、東中筋、具同地区
市役所 1階 相談室
口屋内出張診療所
奥屋内へき地出張診療所
市役所 3階 会議室
対象：中村全地区の未受診者
西土佐分署横
中村街南部、八束地区
市役所 保健介護課
対象：中村全地区の未受診者
JA高知はた西土佐支所
具同体育センター
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
中村街北部

101年に1度は健診を

対象者：①65歳以上の人
②60歳以上65歳未満の人で、心臓、じん臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障害を有する人

　　　　 （身体障害者手帳１級相当）
実施機関：10月１日（土）～12月31日（土）※委託医療機関の休診日を除く
料金：1,000円（生活保護世帯の人は、申し出により無料の証明書を発行します）
回数：期間中に１回のみ　接種場所：県内の委託医療機関

高齢者インフルエンザ予防接種

【上記についての問い合わせ先】　（本庁）保健介護課  ☎(34)1115　（総合支所）保健課　☎(52)1132
平
成
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協
会
け
ん
ぽ
加
入
の

ご
家
族
の
皆
さ
ま
へ

特
定
健
診
の

お
知
ら
せ

　

協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し
て
い

る
被
扶
養
者
の
人
も
、市
が
実
施

し
て
い
る
国
保
加
入
者
を
対
象

と
す
る
特
定
健
診
の
集
団
健
診

を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
診
す
る
に
は
、協
会
け
ん
ぽ
が

発
行
し
て
い
る「
受
診
券
」と「
保

険
証
」が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

受
診
券
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、

協
会
け
ん
ぽ
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
の
う
え「
受
診
券
」を
受
け
取

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、集
団
健
診
の
予
約
申
込

は
、

（
市
）保
健
介
護
課 

0（
3
4
）1
1
1
5
ま
で
、

電
話
等
で
事
前
に
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）高
知
支
部
　

☎
0
8
8(

8
2
0
）6
0
1
0

 
ひ
き
こ
も
り 

に
つ
い
て
の
講
演
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
社
会
参
加
を
回
避
し
、長
期
に
わ
た

り
自
宅
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
で
、社
会
的
自
立
に
困
難
を
か

か
え
る
“

ひ
き
こ
も
り
„

が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ら
の
方
々
に
目
を
向
け
、ひ
き
こ
も
り
の
問

題
を
抱
え
る
ご
家
族
の
心
身
の
負
担
を
軽
減
し
、本
人
へ
の

望
ま
し
い
接
し
方
を
理
解
し
、支
援
を
す
る
た
め
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
ご
家
族
や
関
係
機
関
の
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、保
健
師
に
よ
る
個
別
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
、

講
演
会
当
日
に
会
場
の
ス
タ
ッ
フ
ま
で
声
を
お
か
け
く
だ

さ
い
。

日
　

時
　

11
月
14
日（
月
） 

13
時
〜

場
　

所
　

市
役
所
本
庁
3
階
3
0
3
〜
3
0
5
号
室

演
　

題
　

「
ひ
き
こ
も
り
ケ
ー
ス
の
支
援
に
必
要
な
体
制
整

備
に
つ
い
て
」

講
　

師
　

近
藤
直
司(

山
梨
県
都
留
児
童
相
談
所
所
長)

＜

公
職＞

日
本
思
春
期
青
年
期
精
神
医
学
会 

運
営
委
員

日
本
児
童
青
年
精
神
医
学
会 

理
事

日
本
精
神
分
析
学
会
　

認
定
精
神
療
法
医
・
認
定
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）保
健･

医
療･

福
祉
連
携
推
進
本
部
　

0（
3
4
）1
1
1
1（
内
線
3
3
1
0
）

　

今
年
度
は
、「
ふ
る
さ
と
か
ち
歩
き
大
会
」と「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」を
合
同
で
、み
な
さ
ん
の

健
康
の
維
持
、向
上
の
た
め
、ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
し
て
開
催
し
ま
す
。子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、歩
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
み
ん
な
で
共
有
す

る
た
め
に
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。ゴ
ー
ル
到
着
後
は
軽
食
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
　

時
　

11
月
13
日（
日
）
　

受
付：

9
時
〜
9
時
30
分

　
　
　
　

10
時
出
発
〜
13
時
30
分
到
着（
予
定
）

　

※
雨
天
中
止
（
当
日
の
天
候
が
不
順
の
場
合
は
、
7
時
30
分
に
決
定
し
ま
す
。
電
話
で
確
認
し
て

　
　

く
だ
さ
い
）

集
合
場
所
　

渡
川
第
２
緑
地（
お
祭
り
広
場
）

コ
ー
ス
　

①
お
祭
り
広
場
↓
赤
鉄
橋
↓
入
田
↓
今
成
↓
佐
田
沈
下
橋
↓
百
笑
↓
お
祭
り
広
場（
約
12
㎞
）

　
　
　
　

②
お
祭
り
広
場
↓
赤
鉄
橋
↓
入
田
↓
赤
鉄
橋
↓
お
祭
り
広
場（
約
4
㎞
）

対
象
者
　

幡
多
郡
に
在
住
の
人（
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

参
加
料
　

無
料

受
付
期
間
　

10
月
17
日（
月
）〜
11
月
10
日（
木
）

そ
の
他
　

・
水
分
補
給
な
ど
は
各
自
で
対
応
願
い
ま
す

　
　
　
　

・
主
催
者
側
で
障
害
保
険
に
加
入
し
ま
す
が
、保
険
以
外
の
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
大
会
は
、幡
多
地
区
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会（
事
務
局：

幡
多
福
祉
保
健
所
）と
連
携
し
て
、

　

幡
多
地
区
で
行
わ
れ
る
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
す
。
そ
の
他
の
大

　

会
は
以
下
の
と
お
り
で
す
の
で
、
他
の
市
町
村
の
大
会
に
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ

　

さ
い
。

・
参
加
申
し
込
み
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、実
施
す
る
各
市
町
村
役
場
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
こ
れ
ら
の
大
会
へ
参
加
す
る
こ
と
で
、ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
発
行
し
、参
加
回

　

数
２
回
以
上
で
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

（
市
）保
健
介
護
課
　

        

　
　

  

☎（
3
4
）1
1
1
5

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
　

☎（
3
4
）7
3
1
1　

“

”

“

”

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
　

ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

市
町
村
名

大
　

月
　

町

三
　

原
　

村

土
佐
清
水
市

黒
　

潮
　

町

担
当
課

保
健
介
護
課

住
　

民
　

課

健
康
推
進
課

健
康
福
祉
課

受
付
等

10：

00
集
合

9：

30
集
合

9：

30
〜

8：

30
〜

集
合
場
所

柏
島
キ
ャ
ン
プ
場

農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

寿
公
園

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

電
話
番
号

0
8
8
0(

7
3
）1
3
6
5

0
8
8
0(

4
6
）2
4
0
4

0
8
8
0(

8
2
）1
1
2
1

　
　
　

  (

4
3
）2
1
1
6

開
　

催
　

日

10
月
21
日（
金
）

10
月
23
日（
日
）

10
月
30
日（
日
）

11
月
13
日（
日
）

平
成
23
年
10
月
号
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国
の「
平
成
23
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

に
よ
り
、10
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
の
子
ど
も
手
当
の
支
給
金
額
に
つ
い
て
、左
記

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
す
で
に
子
ど
も
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
を
含
め
、子
ど
も
手
当

の
受
給
を
希
望
さ
れ
る
人
全
員
に
認
定
請
求
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
公
務
員
は
、勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

【
支
給
月
額
】

●
３
歳
未
満
　

一
律
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
３
歳
以
上
小
学
校
終
了
前(

第
１
子
、第
２
子)

　

●
　
　
　
　
　

〃
　
　
　
　

(

第
３
子
以
降)

　
　
　

●
中
学
生
　

一
律
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
支
給
予
定
日
】

●
平
成
24
年
2
月
10
日 

　

●
平
成
24
年
6
月
12
日 

　
　
　
　
　

【
受
付
期
間
】

　

平
成
23
年
10
月
3
日(

月)

〜
平
成
24
年
3
月
30
日(

金)

　

8
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

※
２
月
支
給
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、11
月
30
日(

水)

ま
で
に
手
続
き
を
行
う
こ
と

　

が
必
要
で
す
の
で
、早
め
に
認
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
す
る
も
の
】

●
請
求
者
の
健
康
保
険
証(

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
あ
る
場
合)

●
請
求
者
名
義
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

●
認
印

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

(

本
　
　

庁)

福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係
　
　
　
　
　
　

0（
3
4
）1
8
0
1

　

(

総
合
支
所)

福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室(

保
健
課
内)

　

0（
5
2
）1
1
3
2　

10
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
で
は
、交
通
事
故
被
害
者
の
家
庭

に
対
し
て
育
成
資
金
の
貸
付
け
や
、介

護
料
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

育
成
資
金
の
貸
付
は
、自
動
車
事
故

が
原
因
で
保
護
者
を
亡
く
し
た
り
、保

護
者
に
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た

た
め
、生
活
が
困
窮
し
た
家
庭
の
児
童

（
中
学
生
以
下
）に
義
務
教
育
修
了
ま

で
の
経
済
的
支
援
を
行
う
制
度
で
す
。

　

ま
た
、介
護
料
は
、自
動
車
事
故
が

原
因
で
重
度
の
後
遺
障
害
者
と
な
り
、

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

【
育
成
資
金
貸
付
額
】

●
一
時
金
　
　
　

：

15
万
５
千
円

● 

入
学
支
度
金：

4
万
4
千
円

● 

月
　

額
　
　

：

2
万
円

【
介
護
料
支
給
月
額
】

重
度
後
遺
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
月

額
3
万
円
か
ら
13
万
円
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人 

自
動
車
事
故
対
策

　

機
構（
高
知
市
南
ノ
丸
町
5

-

17
　

　

高
知
県
ト
ラ
ッ
ク
会
館
内
）

　

0
0
8
8(

8
3
1
）1
8
1
7　

交
通
事
故
被
害
者
の

家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

親
の
病
気
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
、家
族
と
生

活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
子
ど

も
と
温
か
い
家
族
的
な
雰
囲
気
の
中
で
共
に
暮
ら
し
、健

や
か
な
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、自
立
を
支
援
す
る
里
親

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
人
は
、幡
多
児
童
相
談
所

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　
　
　

　

幡
多
児
童
相
談
所（
渡
川
1
丁
目
6

-

21
）
　

0（
3
7
）3
1
5
9   

F
A
X（
3
7
）3
2
0
5

　

10
月
は
「
里
親
月
間
」
で
す

〜
あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
〜

　

定
期
的
通
院（
月
８
回
以
上
の
通
院
）に
よ
っ
て
透
析

療
法
を
受
け
て
お
り
、自
宅
か
ら
病
院
ま
で
の
距
離
が
片

道
20
㎞
を
超
え
て
い
る
人
に
対
し
、１
ヶ
月
４
千
円
を
支

給
し
ま
す
。

　

新
た
に
該
当
に
な
る
人
は
、申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
支
給
月
は
４
月
、10
月
の
年
２
回
で
す
）

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
　

身
体
障
害
者
手
帳
、印
鑑

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

0（
3
4
）1
8
0
1

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）
　

　
　
　
　
　

0（
5
2
）1
1
3
2

　

じ
ん
臓
機
能
障
害
者
通
院
費
の
援
助

…
…
…
…
…
…
…
1
万
5
千
円

…
…
…
…
…
…
…
1
万
円

…
…
…
…
…
…
…
1
万
5
千
円

…
…
…
…
…
…
…
1
万
円

…
…
…
…
…
…
…
…
平
成
23
年
10
月
〜
平
成
24
年
1
月
分

…
…
…
…
…
…
…
…
平
成
24
年
2
月
〜
3
月
分

平
成
23
年
10
月
号
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11月9日（水）

10時～11時30分

安並スポーツセンター

別所祐之介（やればできる高知支部 支部長）

※「やればできる」はトライフリーを理念として、子ども達に様々な経験を提供している非営利団体です。

●体を動かす大切さを知ろう●親子で簡単、運動能力アップ運動●遊びを取り入れた運動

※動きやすい服装で参加ください

無料

【問い合わせ先】保健介護課　0（34）1115

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
　　親子ふれあい活動　1・2・3歳児対象

ぽっぽでティータイム①②③　

　ぽっぽのホールでお母さんと一緒にクッキー作りをする
よ。生地をこねたり、型抜きをしたり・・・その後は、栄養士さ
んにおいしく焼いてもらおうね。できあがったら、みんなと
一緒にいただきましょう！！

１０月２０日（木）、２１日（金）　9:30～11:30
子育て支援センター

※参加を希望する人は、１０月１４日（金）までに子育て支援
センターまでご連絡ください。先着１０組ずつまでとさせ
ていただきます。

お楽しみ遠足・お誕生会

　お母さんと一緒に安並公園へ出かけよう。落ち葉やどんぐ
り拾いなど秋探しもしようね♪　10月生まれのお友だちの
お誕生会も行います。（天気にかかわらずお弁当、おやつ、水
筒、敷物を持参してください）　※現地集合、現地解散です。

１０月２８日（金）　10:00～11:30
安並公園（雨天の場合は子育て支援センター）

親子でクッキング　

　親子で楽しめる簡単クッキング！栄養士さんに教えても
らって一緒に作るよ。

１１月１日（火）、２日（水）　9:30～11:30
働く婦人の家

※参加を希望する人は、１０月２８日（金）までに子育て支援
　センターまでご連絡ください。先着１０組ずつまでとさせ
　ていただきます。

　　その他の活動

ぴよちゃんクラブ①②　[おもちゃを作ろう]

たのしく遊べる簡単なおもちゃを作って、お母さんと一緒に

遊ぶよ♪

①11月７日（月）、②８日（火）　9:30～11:30

子育て支援センター

[お誕生会]

１０月生まれのぴよちゃんクラブのお友だちをみんなでお

祝いしようね。

１０月２７日（木）　9:30～11:30

子育て支援センター

休所のお知らせ
１０月２５日（火）午前中は、

西土佐出張のため

お休みさせていただきます。

※初めて参加を希望する人は、準備等の都合がありますの

で、あらかじめご連絡ください。①など番号のついている

活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

育　児　相　談
相談日／月～金曜日　9：30～11:30、13:00～17:00

　子育てについて思っていること、悩んでいること等気

軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所して

の相談にも応じます。

※第３木曜日は、家庭相談員による育児相談を行ってい

ます。　9：3０～11:30

時

場

時

場

時

場

時

場

時

場

保 育 所 名

愛 育 園

も み じ 保 育 所
あおぎ保育所
下 田 保 育 所
竹 島 保 育 所
古津賀保育所
八 束 保 育 所

具 同 保 育 所

東中筋保育所

月日
10月18日
11月 5日
10月20日
10月20日
11月14日
11月 9日
10月19日
10月25日
10月20日
11月 8日
10月18日
11月14日

火
土
木
木
月
水
水
火
木
火
火
月

時　間

9:30～10:30

10:00～11:00
9:30～10:30
10:00～11:00
9:30～10:30
10:00～11:00
9:30～10:30

9:30～10:30

9:30～10:30

駐車場

なし

なし
数台あり
数台あり
数台あり
数台あり
数台あり

数台あり

数台あり

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　0（３５）３７４８

子育て講演会
日　時

場　所

講　師

内　容

参加料
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■
国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
免
除
が

承
認
さ
れ
た
人
へ

　

全
額
免
除
以
外
の
場
合
、残
り
の
一
部
保

険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
期
間
に
な
り
ま

す
。

一
部
免
除
の
期
間
は
２
年
以
内
に
保
険
料

（
一
部
納
付
分
）を
納
め
な
け
れ
ば
、未
納
期

間
と
な
り
、老
後
に
受
け
取
る
年
金（
老
齢

基
礎
年
金
）や
、死
亡
・
障
害
に
対
す
る
年
金

（
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
）を
受
け

取
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。免
除
承

認
後
、新
た
に
納
付
書
が
届
く
の
で
、必
ず

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、10
年
以
内（
平
成
23
年
4
月
分
は

平
成
33
年
4
月
ま
で
）で
あ
れ
ば
、追
納（
あ

と
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
）が
で
き
る

の
で
、年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に

も
、余
裕
が
で
き
た
と
き
に
追
納
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。た
だ
し
、保
険
料
の

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
、３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
は
、当
時
の
保
険
料
に
加

算
額
が
つ
き
ま
す
。

　
　
　■「

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　

控
除
証
明
書
」が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
そ
の
年
の

1
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
納
付
し
た
保
険

料
が
該
当
）

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、支
払
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、平
成
23
年
1
月
1
日
〜

9
月
30
日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人
に
対
し
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
10
月
下
旬
〜

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領
収
証
書
）を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、10
月
1
日
〜
12
月
31
日
の
間
に
、

今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
人
に
は
、来
年
の
１
月
下
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
も
、納
付
し
た
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を

添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

は
、雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
）

　

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
に
は
、毎
年
11

月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
扶
養

親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
る
の
で
、12
月

1
日
の
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
り
、翌
年
中
に
受
け
ら
れ

る
年
金
に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税

額
が
決
ま
り
ま
す
。も
し
提
出
を
忘
れ
る
と

各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、所
得
税
の
源
泉

徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
る
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
人
は
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

●
平
成
24
年
分「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」が
送
付
さ
れ
る
人

65
歳
未
満
…
年
金
額
が
1
0
8
万
円
以
上

65
歳
以
上
…
年
金
額
が
1
5
8
万
円
以
上

問
い
合
わ
せ
先

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
　

  

0（
3
4
）1
6
1
6

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係
　

 

　

 

0（
3
4
）1
1
1
3

（
総
合
支
所
）住
民
課 

住
民
国
保
係

0（
5
2
）
1
1
1
1

老齢基礎年金の受給資格期間に

算入されます

4分の1の保険料を納めると受

給資格期間に算入されます

半額の保険料を納めると受給資

格期間に算入されます

4分の3の保険料を納めると受

給資格期間に算入されます

老齢基礎年金

の計算では

2分の1で計算

されます

8分の5で計算

されます

8分の6で計算

されます

8分の7で計算

されます

保険料額

（月額）

納付なし

3,760円

7,510円

11,270円

全 額 免 除

4分の3免除

半 額 免 除

4分の1免除

※参考　平成23年度　定額保険料額（月額）　15,020円

平
成
23
年
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月
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10
月
の
お
す
す
め
ト
ン
ボ
は
、何
と
い
っ
て
も
マ

イ
コ
ア
カ
ネ
。白
っ
ぽ
い
ひ
た
い（
額
＝
ト
ン
ボ
の
場

合
は
口
の
上
を
指
す
）を
、う
な
じ
を
白
く
化
粧
し
た

京
の
舞
妓
に
見
立
て
て
名
付
け
ら
れ
た
可
憐
な
赤
ト

ン
ボ
で
す
。全
国
的
に
見
て
も
珍
し
い
種
類
の
一
つ

で
、県
内
で
は
旧
中
村
市
を
中
心
と
す
る
幡
多
地
方

の
平
野
部
だ
け
で
見
ら
れ
る
、ま
さ
に
小
京
都
の
シ

ン
ボ
ル
・
ト
ン
ボ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
花
の
お
す
す
め
が「
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ
」と
も

呼
ば
れ
る
ミ
ゾ
ソ
バ
で
す
。10
月
中
旬
の
約
10
日
間
、

ト
ン
ボ
池
を
囲
む
畦
に
ピ
ン
ク
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷

き
詰
め
た
か
の
よ
う
に
群
れ
咲
き
ま
す
。実
は
、こ
の

風
景
を
創
り
上
げ
る
た
め
に
ト
ン
ボ
王
国
の
ス
タ
ッ

フ
た
ち
は
春
か
ら
ず
っ
と
、侵
入
し
て
く
る
セ
イ
タ

カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
な
ど
の
帰
化
植
物
を
目
に
付
き
次

第
、抜
き
取
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ミ
ゾ
ソ
バ
群
落
の
中
で
ハ
ネ
を
休
め
る
マ
イ
コ
ア

カ
ネ
、こ
れ
こ
そ
が
ト
ン
ボ
王
国
一
押
し
の「
秋
」で

す
。秋
晴
れ
の
午
後
、小
京
都
中
村
な
ら
で
は
の
情
景

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

同
時
に
、ア
キ
ア
カ
ネ
や
ヒ
メ
ア
カ
ネ
な
ど
10
種

ほ
ど
の
赤
ト
ン
ボ
や
、前
半
に
は
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
や

シ
ロ
バ
ナ
サ
ク
ラ
タ
デ
、後
半
か
ら
は
リ
ュ
ウ
ノ
ウ

ギ
ク
や
ツ
ワ
ブ
キ
な
ど
の
花
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

マイコアカネ

ミゾソバ

　

9
月
6
日
（
火
）
、
入
田
柳
林
で
、
幡
多
農

業
高
等
学
校
、
中
村
西
中
学
校
の
生
徒
さ
ん

や
市
内
の
各
企
業
・
団
体
、
応
募
い
た
だ
い

た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
、
あ
わ
せ

て
約
3
0
0
人
の
方
々
と
一
緒
に
、７
月
の

台
風
６
号
の
影
響
で
流
れ
着
い
た
、
流
木
や

ゴ
ミ
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

入
田
柳
林
は
、1
年
を
通
じ
て
自
然
を
満

喫
で
き
る
、
四
万
十
市
の
大
き
な
財
産
に
な

る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま

と
守
り
育
て
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）観
光
課
　

☎（
3
4
）1
7
8
3

　

9
月
6
日（
火
）、片
魚
集
会
所

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」で
、毎
年
修
学

旅
行
の
田
舎
暮
ら
し
体
験
を
受

け
入
れ
て
い
る
東
富
山
地
域
が

集
ま
っ
て
、10
月
2
日（
日
）に
予

定
し
て
い
る
、大
阪
府
立
阪
南
高

校
の
田
舎
暮
ら
し
体
験
受
入
の

事
前
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。（
※
）

　

こ
の
日
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
、

初
め
て
受
け
入
れ
を
行
う
家
庭

も
あ
る
た
め
、幡
多
広
域
観
光
協

議
会
事
務
局
長
に
よ
る
、受
入
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
説
明
や
、

D
V
D
視
聴
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
打
ち
合
わ
せ
を
通
じ

て
、受
入
に
際
し
て
は
特
別
に
構

え
る
こ
と
な
く
、
庭
の
野
菜
を

取
っ
て
き
た
り
、い
つ
も
食
べ
て

い
る
料
理
を
一
緒
に
な
っ
て

作
っ
た
り
す
る
な
ど
、自
分
た
ち

の
日
常
の
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
い
、親
戚
の
子
供
た
ち
を
迎
え
る
よ
う

な
気
持
ち
で
受
け
入
れ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

東
富
山
地
域
で
は
、
田
舎
暮
ら
し
体
験
を
受
け
入
れ
る
前
と
後
と
に
、

打
ち
合
わ
せ
や
反
省
会
を
行
い
な
が
ら
、
来
て
よ
か
っ
た
、
ま
た
来
た
い

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
受
け
入
れ
に
な
れ
る
よ
う
、が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
す
。

※
生
徒
75
名
が
四
万
十
市
を
訪
れ
、大
川
筋
地
域
と
東
富
山
地
域
に
分
か
れ
、各
家

　

庭
で
田
舎
暮
ら
し
体
験
を
行
う
予
定
（
9
月
26
日
現
在
）に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
事
務
局（
観
光
課
）

　

☎（
3
4
）1
7
8
3

入
田
柳
林 

一
斉
清
掃
実
施

兵庫県尼崎市立塚口中学校の民泊体験受入の反省会（8月10日）

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
だ
よ
り

田
舎
暮
ら
し
体
験
　

反
省
と
打
ち
合
わ
せ
会

平
成
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年
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11月後半以降の行事は、広報四万十11月号でご案内します
 【問い合わせ先】 （市）教育委員会 生涯学習課　 （34）7311

第7回　四万十市文化祭（10月～11月前半）

エレクトーンステージ2011
ジョイフルライブin四万十

波多美術協会展
第17回剣城流中村剣舞愛好会

剣詩舞道大会

合唱団むぎ発表会

カラオケ喫茶「蓄音機」5周年記念
カラオケ歌謡ショー
親筆会書作展

社交ダンスCR会　
発表会・ダンスパーティー
第9回　定期演奏会

～リアルピアニストによる～
大正琴合同発表会

「やすらぎコンサート」
第7回　四万十市文化祭参加菊花展

盆栽展示
中村写真協会写真展

第42回高知コンサートグループ
幡多支部　定期演奏会

歌の祭典‘11

中央区小中学校連合音楽祭

幡多地区小中学校連合音楽祭

寒蘭花展示会

能楽発表会

10月16日（日）

10月21日（金）～25日（火）

10月22日(土)

10月22日（土）

10月23日（日）

10月28日（金）～30日（日）

10月29日（土）

10月29日（土）

10月30日（日）

10月30日(日)～11月6日（日）
11月1日(火)～3日（木）
11月2日（水）～6日（日）

11月3日(木)

11月5日（土）

11月10日（木）～11日（金）

11月12日（土）

11月12日（土）～13日（日）

11月13日（日）

開場12：30
開演13：00
9：00～17：00
開場12：30
開演13：30
開場13：00
開演13：30
開場17：00
開演18：00
9：00～17：00

12：00～17：00

開場12：30
開演13：00
開場12：30
開演13：00
9：00～17：00
8：00～17：00
9：00～17：00
開場17：30
開演18：00
開場17：00
開演18：00
開場8：00
開演9：00
9：00～13：00

8：00～16：00

開場8：00
開演9：00

文化センター　ホール

中央公民館　展示ホール

文化センター　ホール

中央公民館　大ホール

文化センター　ホール

中央公民館　展示ホール
中央公民館

大会議室・研修室

文化センター　ホール

中央公民館　展示ホール

中央公民館　駐車場
中央公民館　大会議室
中央公民館　展示ホール

文化センター　ホール

文化センター　ホール

文化センター　ホール

文化センター　ホール
中村地区建設協同組合会館

３F　大ホール

文化センター　ホール

行 事 名 開 催 日 時 間 会 場

中筋保育所 川登保育所

　

9
月
17
日
（
土
）
、
四
万
十
市
水
道
工
業
協
同

組
合
（
加
盟
17
社
＋
賛
助
会
員
1
社
）
が
、
市
内

3
つ
の
保
育
園
（
中
筋
、
東
中
筋
、
川
登
）
で
、
水

道
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
交
換
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
、
当
日
は
あ
い
に
く
雨
の
中

で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
様
で
水

漏
れ
の
心
配
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、
主
に
市
の
水
道
施
設
等
の
維
持

管
理
を
受
託
し
て
い
る
団
体
で
す
。
大
杉
代
表

理
事
は「
好
評
の
よ
う
な
の
で
、毎
年
実
施
し
た

い
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）水
道
課
　

☎（
3
4
）1
7
1
1

水
道
組
合

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

■9月号22ページ「第７回 四万十市文化祭」の郷土歴史講座（10月1日）の講師名に誤りがありましたので、お詫びして訂正します。

（正）渋谷雅之　　　　　　（誤）渋口雅之
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市
民
大
学
講
演（
要
旨
） 

8
月
24
日

　

　

「
幸
徳
秋
水
と
坂
本
清
馬
」

　
　

 
　
　
　

 

鎌
田
慧（
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
作
家
）

　

８
月
27
日（
土
）、幡
多
信
用
金
庫
本
店
に
於
い
て
四
万

十
川
川
柳
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。こ
の
大
会
は
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
て
今
回
第
12
回
を
数
え
る
。
私
は
今
回

「
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
賞
」を
受
賞
し
た
の
で
、そ
の
表
彰

式
に
参
加
す
る
た
め
約
一
年
振
り
に
四
万
十
市
を
訪
ね

た
。

　

松
山
か
ら
内
子
、江
川
崎
経
由
で
四
万
十
川
を
横
に
見

な
が
ら
走
っ
た
。途
中
私
の
故
郷
に
あ
る
佐
田
の
沈
下
橋

を
訪
ね
た
。
澄
ん
だ
水
、
美
し
い
川
原
の
石
が
私
を
子
供

の
頃
に
戻
し
て
く
れ
る
。四
万
十
市
出
身
で
良
か
っ
た
と

思
う
瞬
間
で
あ
る
。

　

今
回
、
私
は
席
題
の
選
者
で
も
あ
っ
た
。題
は
四
万
十

川
に
因
ん
で「
河
童
」。い
い
句
に
出
会
え
至
福
の
時
間
で

も
あ
っ
た
。特
選
に
選
ん
だ
句
は
四
万
十
市
の
福
島
俊
子

さ
ん
の「
四
万
十
に
育
ち
一
本
気
の
河
童
」。

　

私
も
こ
れ
か
ら
も
こ
の
河
童
を
見
習
っ
て
一
本
気
に

生
き
て
行
き
た
い
。四
万
十
に
感
謝
。

四
万
十
川
川
柳
全
国
大
会
に
参
加
し
て

田
辺
　

進

愛
媛
県
松
山
市(

佐
田
出
身)

昭
和
18
年
生
ま
れ

 

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

　

幸
徳
秋
水
刑
死
１
０
０
年
に
あ
た
り
、
私
の
お
話
は

坂
本
清
馬
さ
ん
を
中
心
に
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、「
週
刊
金
曜
日
」
と
い
う
雑
誌
に
坂
本
清
馬
さ

ん
を
描
い
た
『
残
夢
』
と
い
う
連
載
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
21
回
続
け
て
き
て
お
り
ま
し
て
、あ
と
５

回
か
６
回
で
終
了
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
連
載
の
た
め
に
、
こ
ち
ら
に
何
回
も
取
材
に
お

伺
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
静
か
な
町
か
ら

幸
徳
秋
水
の
よ
う
な
革
命
家
が
生
ま
れ
た
と
思
う
と
何

か
不
思
議
な
気
が
し
ま
す
。

　

な
ぜ
、
坂
本
清
馬
さ
ん
の
こ
と
を
書
こ
う
と
思
っ
た

か
。
彼
の
目
を
通
し
て
大
逆
事
件
や
当
時
の
社
会
情
勢

を
読
み
取
っ
て
見
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
清
馬
さ
ん
は

89
歳
で
亡
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
色
々
な
想
い
を
残
し

て
亡
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

彼
の
残
さ
れ
た
想
い
の
こ
と
を
考
え
て『
残
夢
』と
い

う
タ
イ
ト
ル
を
思
い
つ
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
想
い
に

添
う
こ
と
で
大
逆
事
件
と
現
代
を
合
わ
せ
て
み
て
み
た

い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、『
大
逆
事
件
を
生
き
る
』
と
い
う
清
馬

さ
ん
の
自
伝
を
何
度
も
読
み
返
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

た
。
そ
し
て
秋
水
や
堺
利
彦
や
師
岡
千
代
子
や
管
野
須

賀
子
の
書
簡
で
隙
間
を
埋
め
て
い
く
と
い
う
作
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
中
に
は
終
了
し
て
単
行
本
と

し
て
出
版
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
大
逆
事
件
は
と
ん
で
も
な
い
冤

罪
で
す
。大
逆
罪
と
い
っ
て
も
、具
体
的
な
事
象
は
な
い

の
で
す
。
管
野
須
賀
子
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
未
遂
で

さ
え
も
な
い
」の
で
す
。

　

幸
徳
秋
水
に
し
て
も
坂
本
清
馬
に
し
て
も
、
関
係
な

い
は
ず
が
な
い
と
い
う
思
い
込
み
の
論
理
だ
け
で
逮
捕

さ
れ
、処
罰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
は
大
逆
事
件
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
ら
幸
せ
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
い
わ
れ
た
り
し
ま
す
が
、そ
れ
は
違

い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
思
い
込
み
に
よ
る
捜
査
や
裁
判
は

現
在
も
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
も
、
大

逆
事
件
を
振
り
返
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

坂
本
清
馬
さ
ん
は
、森
近
運
平
の
遺
族
と
と
も
に
１
９

６
１
年
、
再
審
請
求
を
起
こ
し
ま
し
た
。
再
審
請
求
と
い

う
の
は
、ラ
ク
ダ
が
針
の
穴
を
通
り
抜
け
る
ほ
ど
難
し
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

結
果
は
、１
９
６
７
年
の
最
高
裁
に
よ
る
棄
却
と
な
る

の
で
す
が
、
裁
判
を
す
る
こ
と
で
、
全
国
の
多
く
の
人
々

と
の
間
に
絆
が
広
が
り
、大
逆
事
件
の
真
実
を
明
ら
か
に

す
る
会
の
発
展
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、坂
本
清
馬
さ
ん
と
森
近
運
平
の
妹
さ
ん
の
開

い
た
道
で
す
。

　

秋
水
の
影
に
隠
れ
て
、全
国
的
に
は
認
知
度
が
低
い
清

馬
さ
ん
で
す
が
、
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
い
い
と
思
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市)

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
　

☎(

３
４
）７
３
１
１
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～管理栄養士からのメッセージ～

作
り
方

（市民病院 管理栄養士 広井蓉子）

①玉ねぎ：薄切り　　きのこ：石づきを取り、小房に分ける

　にんにく：みじん切り　　鮭：一口大に切り、骨を取り除く

②オリーブ油を入れたフライパンににんにくを入れて熱し、玉ねぎ・　

　鮭を炒め、火が通ったらきのこも加えて塩・こしょうで調味し、いっ

　たん器に取り出しておく。

③スパゲッティを茹でる。（少し固めに茹でておく）

④クリームソースを作る。

　フライパンにバターを熱し、小麦粉を炒め、牛乳を少しずつ加える。　

　とろみがつくまでかき混ぜながら煮て、塩・こしょう・コンソメで調

　味する。

⑤とろみがついたら、②の具・茹であがったスパゲッティを入れて和え、

　パセリを添える。

■今回は、旬の秋鮭ときのこを使ったクリームスパゲッティを紹介します。

栄養成分【１人分】

エネルギー：576kcal
たんぱく質：32.5g

脂　　　質：16.7g
食塩相当量：1.0g

所要時間約25分

【材料2人分】 

鮭ときのこのクリームスパゲッティ

　生クリームで作りがちなクリームソースを、牛乳で作ってみました。牛乳の方

があっさりしていて食べやすい上に、カロリーや脂質も低めです。牛乳は、低脂

肪タイプのものを使っても同じように作れますよ。

　できあがったものに、レモン汁などを少量かけるとさっぱりとした風味にな

ります。

　また、鮭やきのこ類に多く含まれているビタミンDには、カルシウムの吸収を

促進するはたらきがあるため、牛乳などと組み合わせればカルシウムの吸収率

がさらにアップします。

スパゲッティ

きのこ類（しめじ・舞茸など )…

鮭（甘塩鮭）………２切れ

玉ねぎ

にんにく

オリーブ油

バター

小麦粉

牛乳

塩・こしょう

コンソメ

パセリ

150g

100g

（約150g）

40g

1かけ

小さじ1/2

大さじ1

大さじ1

250ml

少々

少々

適量

……………………

……………………………

　

    

　　

…………………………  

………………  

………………………  

………………………  

……………………………  

……………………  

…………………………  

……………………………  

■不妊手術のお願い
　高知県では毎年数千匹の猫がやむをえず処分されています。このような猫を増やさないためにも、不妊手術をしましょ
う。これにより、発情期に大きな声で鳴くことが少なくなるなど温和な性格になります。

■室内飼いのすすめ
　猫は犬に比べて平面での運動は少なく、上下に動ける空間をうまく使えます。そのため、広い場
所を必要とせず、室内でもストレスをためずに飼うことができます。また、交通事故にあったり病
気をうつされたりする心配もありません。

■首輪の着用
　飼い猫の印として首輪をつけ、迷子になっても飼い主が分かるように名札をつけましょう。

■捨て猫の禁止
　捨て猫は「動物の愛護及び管理に関する法律」により禁止されています。どうしても飼えなく
なった場合には新たな飼い主を見つけるよう努めてください。詳しくは最寄りの保健所へ相談
してください。

■終生飼育
　猫を飼う前に家族でよく話し合い、飼うと決めたら、猫についてよく勉強し、迎える準備をしましょう。飼い主は責任と
愛情を持って、一生面倒を見ることが求められます。

【問い合わせ先】
（県）幡多福祉保健所 衛生環境課　☎（34）5119
（市）環境生活課 市民生活係　☎（35）4147

猫の飼い主の皆さまへ

猫を飼うときはマナーを守りましょう
猫の飼い主の皆さまへ

猫を飼うときはマナーを守りましょう
猫の飼い主の皆さまへ

猫を飼うときはマナーを守りましょう

なふだ

｛
平
成
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問

催
　

し

　

地
域
集
落
再
生
事
業
の
モ
デ
ル
地
区
で
あ
る

中
組
地
区
が
、
連
携
し
て
い
る
高
知
大
学
生
と

一
緒
に
、
高
知
大
学
学
園
祭
「
黒
潮
祭
」
に
お
い

て
、テ
ス
ト
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

学
生
た
ち
が
発
掘
し
た
地
域
の
お
宝
〝
ふ
わ

ふ
わ
〞
の
実
演
販
売
で
す
。
懐
か
し
い
味
に
出

会
え
ま
す
よ
！

　

高
知
市
近
隣
在
住
の
西
土
佐
地
域
出
身
の
人

も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

11
月
４
日（
金
）

　
　
　
　

10
時
〜
19
時（
学
園
祭
開
催
時
間
）

場
　

所
　

高
知
大
学
朝
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
内

催
　

し

催
　

し

　

四
万
十
川
支
流
の
中
で
、屈
指
の
透
明
度
を
誇

る
美
し
い
黒
尊
川
に
映
え
る
色
づ
き
始
め
た
紅

葉
を
愛
で
な
が
ら
の
沈
下
橋
め
ぐ
り（
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
）
や
紙
す
き
体
験
（
ハ
ガ
キ
）
に
参
加
し
て
、

山
々
に
囲
ま
れ
た
玖
木
の
温
か
い
人
情
に
ふ
れ

る
素
敵
な
一
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

昼
食
は
、
シ
シ
汁
、
ツ
ガ
ニ
や
野
菜
の
天
ぷ
ら
、

ち
ら
し
寿
司
、
ツ
イ
モ
の
酢
物
、
煮
物
な
ど
地
元

食
材
た
っ
ぷ
り
で
す
。

　

ま
た
、地
域
の
農
産
物
や
ち
ら
し
寿
司
な
ど
の

販
売
も
行
い
ま
す
の
で
、気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

日
　

時
　

11
月
5
日（
土
） 

10
時
〜
15
時

場
　

所
　

玖
木
公
民
館（
口
屋
内
大
橋
か
ら
黒
尊

　
　
　
　

川
を
8
㎞
上
流
）

募
集
人
数
　

30
人

参
加
費
　

大
人 

3
0
0
0
円

　
　
　
　

小
学
生 

1
5
0
0
円

　
　
　
　

小
学
生
未
満 

無
料
　
　

　
　
　
　

※
昼
食
・
保
険
代
含
む

申
込
締
切
　

11
月
2
日（
水
）

　

今
回
は
、ク
ロ
ー
ン
病
と
い
う
難
病
を
乗
り
越

え

て

活

躍

す

る

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

「
E
S
P
E
R
A
N
Z
A
」
の
お
２
人
に
よ
る
人

権
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
西
土
佐
中
学
校
、
西
土
佐
分

校
の
生
徒
に
よ
る
人
権
発
表
、西
土
佐
地
域
で
活

動
す
る
子
ど
も
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
、青
年
団

に
よ
る
よ
さ
こ
い
踊
り
の
披
露
の
ほ
か
、外
国
料

理
の
提
供
・
物
産
展
、
子
ど
も
人
権
作
品
お
よ
び

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
　

時
　

10
月
30
日（
日
）
　

10
時
〜

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

入
場
料
　

無
料

問 申
西土佐体感ツーリズム事務局「山間屋」

☎（31）6474 　FAX（31）6475

問（総合支所）地域企画課　☎（52）1111

地域集落再生事業テスト外販 in 高知大学

「玖木の一日橋めぐり」もみじ祭

第11回  西土佐地域じんけんフェスティバル

（市）教育委員会 西土佐事務所
☎（52）1110

全国地域安全運動
 ～みんなでつくろう安心の街～
10月11日（火）～20日（木）

　上記の期間、「平成23年 全国

地域安全運動」が行われます。

　中村地区地域安全協会・中村

署では、犯罪や事故・災害などの

ない「安全で住みよいまちづく

り」の願いをこめて、「地域安全

パレード」を行います。

　中村南小学校の鼓笛隊と１、

２年生の皆さんに演奏をお願い

し、ボランティアの方々が参加

して防犯グッズなどを配りなが

らパレードします。

　ぜひご参加ください。

日時：10月11日（火）16時30分～

パレードコース：市役所駐車場

～一条通～天神橋アーケード～

市役所

　中村地区地域安全協会

　（中村警察署内）☎（34）0110

問

※イラストはイメージです

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ

平
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催
　

し

問 申

香山寺市民ハイキング
　

秋
空
の
下
、
の
ん
び
り
と
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

日
　

時
　

11
月
20
日（
日
）

※
雨
天
中
止
。
中
止
の
判
断
は
、
当
日
7
時
に

　

行
い
ま
す
。

日
　

程（
予
定
）

8：

30
　
西
土
佐
地
域
参
加
者：

　
　
　
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
集
合

9：

30
　
中
村
地
域
参
加
者：

　
　
　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
集
合

　

※
駐
車
場
は
各
集
合
場
所
を
ご
利
用
く
だ

　
　

さ
い
。

　

〜
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
車
し
現
地
へ
出
発

10：

00
　
到
着

10：

10
　
準
備
体
操
等
〜
登
り
出
発

11：

00
　
香
山
寺
到
着
〜
昼
食
〜
自
由
時
間

13：

00
　
下
り
出
発

14：

00
　
到
着
〜
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
出
発

14：

30
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
到
着
〜
解
散

15：

30
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
到
着
〜

解
散

対
象
者
　

中
学
生
以
上

参
加
料
　

5
0
0
円（
保
険
料
含
む
）

※
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い

定
　

員
　

中
村
・
西
土
佐
地
域
あ
わ
せ
て
40
人

（
先
着
順
）

申
込
期
限
　

10
月
31
日（
月
）ま
で

申
込
方
法
　

各
事
務
所
に
電
話
で
お
申
し
込

　
　
　
　
　

 

み
く
だ
さ
い
。

※
弁
当
、
水
筒
、
杖
な
ど
は
各
自
で
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

　

ケ
ガ
、
事
故
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
側
で
か

　

け
る
傷
害
保
険
の
範
囲
内
で
の
対
応
と
な

　

り
ま
す
。

　

約
4
㎞
の
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。
十
分
に
準

　

備
を
行
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

中村地域： （市）教育委員会 社会体育課　☎（34）2071

西土佐地域：　　　　　  西土佐事務所　☎（52）1110

催
　

し

問

　

第
6
回
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
（
1
9
7
8
年
）
で
金
メ
ダ
ル
受
賞
以

降
、
世
界
的
名
手
と
し
て
活
躍
す
る
チ
ェ
リ
ス

ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

美
し
い
調
べ
に
心
癒
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　

時
　

11
月
2
日（
水
）

　
　
　
　

19
時
開
演（
18
時
30
分
開
場
）

曲
　

目
　

バ
ッ
ハ：

無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
1
番

R
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス：

ソ
ナ
タ  

ほ
か

会
　

場
　

市
立
中
央
公
民
館

チ
ケ
ッ
ト（
前
売
）一
　
　

   

般：

2
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
下：

1
0
0
0
円

　
　
　
　

（
当
日
）各
5
0
0
円
増
し

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

市
立
中
央
公
民
館
、
教
育
委
員
会
西
土
佐
事
務

所
、市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
、ア
ピ
ア
さ
つ
き
、
サ

ニ
ー
マ
ー
ト
四
万
十
店
、
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

中
村
駅
売
店
、市
内
楽
器
店
、鈴
ハ
イ
ヤ
ー
、澤

近
画
廊
、総
合
衣
料
田
中
屋
、K
H
K

四万十川国際音楽祭実行委員会(市立中央公民館内)

☎（34）7311

四万十川国際音楽祭2011　ナサニエル・ローゼン チェロリサイタル

催
　

し

問

　

踊
り
の
楽
し
さ
は
も
と
よ
り
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

や
健
康
増
進
な
ど
、
幅
広
い
年
代
に
支
持
さ
れ

る
社
交
ダ
ン
ス
。
中
で
も
人
気
の
高
い
キ
ュ
ー

バ
の
サ
ル
サ
、
マ
ン
ボ
、
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
な
ど

は
ダ
ン
ス
を
習
っ
て
い
な
い
人
に
も
お
馴
染

み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
行
わ
れ
る
、「
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
の
祭

典
！
」
で
は
、
他
に
も
南
米
を
代
表
す
る
音
楽

で
あ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
タ
ン
ゴ
、
フ
ォ
ル
ク

ロ
ー
レ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
バ
な
ど
、
様
々
な

ス
タ
イ
ル
の
ダ
ン
ス
を
一
度
に
堪
能
で
き
る

贅
沢
な
ダ
ン
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

本
公
演
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
国
々
か
ら

実
力
派
ダ
ン
サ
ー
と
歌
手
の
皆
さ
ん
が
来
日

し
、
全
国
各
地
で
実
施
し
て
い
る
ツ
ア
ー
の
一

環
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
誘
い
あ
っ
て
ご
来
場
い
た
だ
き
、

本
場
の
情
熱
あ
ふ
れ
る
シ
ョ
ー
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

10
月
29
日（
土
）
　

15
時
〜

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

出
　

演
　

カ
リ
ビ
ア
ン
・
ド
リ
ー
ム
ス
・
カ
ン

パ
ニ
ー

入
場
料
　

3
5
0
0
円（
全
席
自
由
）

　
　
　
　

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可

チ
ケ
ッ
ト
販
売

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、西
土
佐
総
合
支
所
、

四
万
十
市
立
中
央
公
民
館
　

ほ
か

（市）教育委員会 西土佐事務所　

☎（52）1110

西土佐ふれあいホール自主事業 「ラテンダンスの祭典！」
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国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田 二三生 ☎（35）6414
　        正木 卓夫　 ☎（37）2560

（本　　庁）総務課
　☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
　☎（52）1111

幡多福祉人材バンク
（四万十市社会福祉協議会内）
☎（35）5514

日本政策金融公庫
高知支店 農林水産事業
☎ 088-825-1091

行政相談所

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

福祉のしごと
移動相談

福祉のしごと
日曜相談

無料農業経営相談

毎週月～金曜日
9時～17時

10月23日（日）
13時～17時

10月27日（木）

社会福祉
　　センター

社会福祉
　　センター

社会福祉
　　センター

JA高知はた
　　本所3階

福祉関係の仕事に就職・転職を希望す
る人の登録と就職に関しての相談
（無料・秘密厳守）

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談
（要事前予約）

相
　

談

定期相談所

10月20日（木）
13時～16時

11月9日（水）
13時30分～15時30分

10月20日（木）
13時～16時

特設人権相談所
高知地方法務局四万十支局

（事前予約制、1人30分以内）

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待・交通事
故・裁判費用など人権に関する問題
（無料、秘密厳守）
※11月9日は弁護士資格のある人権
　擁護委員が行います。

高知地方法務局

四万十支局

☎（34）1600

教
室
・
講
座

問 申

申

　

合
気
道
は
、年
齢
、性
別
そ
し
て
体
格
や
腕

力
に
一
切
関
係
な
く
、
自
然
の
動
き
（
円
運

動
）
と
気
の
養
成
（
呼
吸
法
）
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
一
生
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
近
代
武

道
で
す
。

　

健
康
増
進
、
美
容
、
ま
た
護
身
術
と
し
て
、

一
度
あ
な
た
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
　

間
　

11
月
1
日（
火
）〜
12
月
2
日（
金
）

　
　
　
　

毎
週
　

火
・
金
曜
日
　

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

場
　

所
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

武
道
場

講
　

師
　

高
知
県
合
気
道
連
盟
中
村
合
気
会

定
　

員
　

20
人（
先
着
順
）

参
加
料
　

3
5
0
0
円（
保
険
料
含
む
）

対
　

象
　

健
康
な
人
で
、年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
期
間
　

10
月
14
日（
金
）〜
26
日（
水
）

※
主
催
者
側
で
加
入
す
る
傷
害
保
険
以
外
は

　

補
償
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加

　

く
だ
さ
い
。

初心者合気道教室

教
室
・
講
座

問

　

今
回
は
、女
性
の
が
ん
罹
患
率
第
1
位
の
乳
が

ん
と
、
男
性
の
が
ん
罹
患
率
第
4
位
で
近
年
急
増

し
て
い
る
前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

日
　

時
　

10
月
23
日（
日
）13
時
開
場
、

　
　
　
　

13
時
30
分
開
講

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

大
ホ
ー
ル

内
　

容

「
前
立
腺
が
ん
―
疫
学
か
ら
診
断
・
治
療
に
つ
い
て
―
」

　

香
西
哲
夫（
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
泌
尿
器
科
医
長
）

「
乳
が
ん
の
診
断
・
治
療
に
つ
い
て
」

　

尾
崎
信
三（
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
外
科
医
長
）

参
加
費
　

無
料

第4回 幡多ふれあい医療公開講座

幡多けんみん病院（経営企画課）

☎ 0880（66）2222

教
室
・
講
座

問

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、運
動
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

精
神
集
中
や
血
行
促
進
・
細
胞
の
活
性
化
に
も
役

立
ち
、内
臓
の
諸
器
官
に
も
よ
い
影
響
を
与
え
ま

す
。
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康
ア
ッ

プ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

日
　

時
　

11
月
13
日
、20
日
、27
日（
各
日
曜
日
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
14
時
〜
15
時

場
　

所
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

武
道
場

対
象
者
　

年
齢
問
い
ま
せ
ん

講
　

師
　

和
田
浩
一
（
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協

　
　
　
　

会
土
佐
清
水
支
部
）

参
加
料
　

5
0
0
円（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
含
む
）

定
　

員
　

先
着
20
人

受
付
期
間
　

10
月
11
日（
火
）〜
11
月
10
日（
木
）

申
込
方
法  

お
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
運
動
の
で
き
る
軽
装
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
用

　

意
く
だ
さ
い
。

　

（
用
具
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
）

(財)四万十市体育協会（安並スポーツセンター内）

 ☎（34）2071

(財)四万十市体育協会（安並スポーツセンター内）

 ☎（34）2071

スポーツ吹矢教室
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お
知
ら
せ

募
　

集

問

高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等
の
教

育
を
受
け
、併
せ
て
各
種
の
教
育
や

訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、提
携
す
る
通
信
制
高
等
学
校

に
入
学
し
、生
徒
課
程
終
了
時
に
高

等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
で
き

ま
す
。身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員

（
生
徒
）で
、手
当
の
支
給
を
受
け
な

が
ら
高
等
学
校
教
育
等
を
受
け
る

制
度
で
す
。

平
成
23
年
11
月
1
日（
火
）〜 

平
成
24
年
1
月
6
日（
金
）

平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
、15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、中
学
校
卒

業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前

期
課
程
修
了
者（
見
込
み
の
者
を
含

む
）

平
成
24
年
1
月
14
日（
土
）
　

生
徒
手
当：

月
額
9
4
，9
0
0
円
、

期
末
手
当（
6
月
、12
月
）

衣
食
住：

全
員
が
駐
屯
地
で
生
活
し
、

宿
舎
は
無
料
で
食
事
、
制
服
類
、
寝

具
に
つ
い
て
は
、支
給
ま
た
は
貸
与
。

休
日
・
休
暇：

週
休
２
日
制
、
祝
日
、

年
末
年
始
お
よ
び
夏
期
休
暇
、年
次

休
暇

問

問

お
知
ら
せ

　

中
村
養
護
学
校
で
は
、児
童
生
徒
た
ち
が
社
会

自
立
に
向
け
て
、日
々
い
ろ
い
ろ
な
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
や
学
校
の
こ
と
、授
業
に
つ
い
て

地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、学
校

は
常
に
公
開
し
て
い
ま
す
が
、特
に
左
記
の
期
間

を
公
開
・
参
観
授
業
ウ
ィ
ー
ク
と
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
学
校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
待
っ
て
い
ま

す
。

日
　

時
　

11
月
14
日（
月
）〜
18
日（
金
）

　
　
　
　

8
時
50
分
〜
15
時
30
分

　
　
　
　

（
月
・
水
／
小
学
部
は
14
時
35
分
ま
で
）

場
　

所
　

県
立
中
村
養
護
学
校

 

　
　
　
　

（
古
津
賀
3
0
9
1
）

幹線林道　中村･大正線の通行規制 　

四
万
十
市
古
尾
か
ら
四
万
十
町
大
正
間
に
お
け
る
幹
線

林
道
中
村
･
大
正
線（
旧
称：

大
規
模
林
道
　

清
水
〜
東
津

野
線
）の
開
設
工
事
に
伴
い
、平
成
23
年
9
月
上
旬
か
ら
平

成
24
年
3
月
末
ま
で
通
行
規
制
を
四
万
十
市
側
で
行
っ
て

い
ま
す
。（
詳
細
は
工
事
看
板
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。
な
お

年
末
年
始
は
工
事
を
休
止
し
ま
す
）
 

 

 

 

 

 

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 

 

 

 

 

高知県幡多林業事務所　☎（34）5118

第2回 中村養護学校 公開授業ウィーク

小学部 生活単元学習（調理） 中学部 音楽

どなたでも参観できます。

興味・関心のある方、

ぜひお気軽においでください。

県立中村養護学校

☎（34）1511  FAX（34）1625  （担当：大﨑、中澤）

陸上自衛隊　高等工科学校生徒募集

自衛隊四万十地域事務所　☎（35）3096

教
　

育

お
よ
び

卒
業
資
格

受
付
期
間

応
募
資
格

試
験
日

（
一
次
試
験
）

生
徒
の

待
遇

通行止時間
8 : 3 0～ 9 : 0 0
9 : 1 0～10 : 0 0
10 : 1 0～11 : 0 0
11 : 1 0～12 : 0 0

13 : 0 0～14 : 0 0
14 : 1 0～15 : 0 0
15 : 1 0～16 : 0 0
16 : 1 0～17 : 0 0

時間外作業時
17 : 3 0～19 : 0 0

通行可時間
　　　～ 8:30
9 : 0 0～ 9 : 1 0
10 : 0 0～10 : 1 0
11 : 0 0～11 : 1 0
12 : 0 0～13 : 0 0
14 : 0 0～14 : 1 0
15 : 0 0～15 : 1 0
16 : 0 0～16 : 1 0
1 7 : 0 0～                    
 

1 7 : 0 0～17 : 3 0
19 : 0 0～                    
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募　集　種　目 日　　時

◆移住者相談事業

◆販売力強化育成講座
好感度社員になるための
ふさわしい基本の追求

◆高付加価値型農業研修
有機農業

プロフェッショナル講座

会　　　　場 内　　　　容 講　　師

10月21（金）

14：00～16：30

10月24日（月）

13：30～16：30

10月19日（水）

14：00～17：00

10月20日（木）

9：00～12：00

10月29日（土）

11：00～16：00

10月30日（日）

11：00～16：00

実地研修 鍋島圃場

（集合：あぐりっこ

研修センター）

「平成23年度 高知県UIターン就職相談会」にブースを構え、四万十
市へ移住・就職希望の方に関連する様々な情報提供を行います。東
海・京阪神地域にお住いのご親戚・ご友人などで四万十市への移住
希望の方がいらっしゃいましたら、お声かけお願いします。
　 高知県経営者協会 就職支援室　☎ 088（871）0987

山下 一穂　氏

（有機のがっこう

「土佐自然塾」塾長）
座学

あぐりっこ研修センター

市立中央公民館　

3階　研修室Ⅲ

新ロイヤルホテル

四万十　3階

セント・ミカエル

坂本 力　氏

（ラダー経営

ネットワーク）

田原 洋樹　氏

（オフィスたはら）

問
四万十市雇用創造促進協議会　 （34）0232
ホームページ http://shimanto-koyo.com

問

詳しくは四万十市雇用創造促進協議会のホームページや高知新聞折込チラシをご覧のうえお申し込みください。応募者多数の場合
は先着順になります。

四万十市雇用創造促進協議会　10月開催講座

TKP名古屋ビジネスセンター

（名古屋市中村区椿町1-16）

TKP大阪梅田ビジネスセンター

（大阪市福島区福島5-4-21）

品目別栽培方法の詳細

◆売れっ子ガイド
育成セミナー

ダイコン・ニンジンの間引きなど
※天候や圃場の状況で内容変更の可能性あり
※野外研修ですので作業のできる服装で、熱中症
　対策の為の飲み物を用意してください。

企画構想力・演出力向上セミナー
　着地型観光を企画してみよう など

好感度を高める態度的能力の練磨
　好印象を与える挨拶、返事、姿勢
※営業・接客業につきたい人や社員研修希
　望の方対象

★移住者相談事業からのお願い
　四万十市へのIUターン者の移住向けの空き家物件を探しています。
　しばらく使っていない物件を貸していただける方は左記までご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：武政）

4年目を迎えた　租税債権管理機構の取り組み
　

租
税
債
権
管
理
機
構（
以
下「
機
構
」）は
、

幡
多
地
域
6
市
町
村
で
構
成
す
る
幡
多
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
中
に
、住
民
税
、

固
定
資
産
税
、
国
保
税
な
ど
の
滞
納
税
の

う
ち
市
町
村
か
ら
移
管
さ
れ
た
長
期
困
難

案
件
を
徴
収
す
る
専
門
組
織
と
し
て
、
平

成
20
年
4
月
1
日
に
設
置
し
、
今
年
で
4

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

機
構
の
主
要
な
実
務
は
、
滞
納
者
の
財

産
の
調
査
と
差
し
押
さ
え
で
す
。
対
象
と

す
る
財
産
は
、動
産（
テ
レ
ビ
、家
具
な
ど
）、

債
権（
預
金
、保
険
、給
与
な
ど
）と
不
動
産

（
土
地
、建
物
）で
す
。差
し
押
さ
え
し
た
動

産
と
不
動
産
は
、
ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
公
売
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
特
に
、
不
動
産
は
多
額
滞
納

者
へ
の
対
応
上
、
積
極
的
に
出
品
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
各
市
町
村
の
税
務
担
当
課
と
協

力
し
て
、税
の
公
平
性
を
守
る
た
め
、納
税

の
意
思
を
示
さ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
や
公
売
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

※
市
税
の
滞
納
が
あ
る
人
は
市
税
務
担
当
課

　

ま
で
、ま
た
、機
構
移
管
後
は「
機
構｣

ま
で
、

　

早
急
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

幡多広域市町村圏事務組合 租税債権管理機構
☎（34）1301

《お知らせ》

差し押えした不動産のインターネット公売

　9月27日開始の第5回オークションへの出品は、6件（土地・建物）

です。インターネットの閲覧と入札への参加をお願いします。

　　【ヤフー官公庁オークション】

　　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/list

130,703千円 627千円 41,331千円

400件 93件 135件 17件 155件

継続

50件 44件 45件 48件 21件 28件 236件

9回 3件 124件



　

7
月
30
日
、31
日
、
東
京
体
育
館
で
行
わ
れ
た

空
手
の
全
国
大
会「
カ
ラ
テ
ド
リ
ー
ム
カ
ッ
プ
２

０
１
１
」
で
、
四
万
十
市
か
ら
出
場
し
た
澳
本
真

也
さ
ん
（
新
極
真
会
三
好
道
場 

四
万
十
中
村
支

部
）が
シ
ニ
ア
45
〜
50
歳
未
満
軽
量
級
で
優
勝
し

ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、幼
年
〜
壮
年
の
様
々
な
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
、総
勢
１
２
０
０
名
が
参
加
す
る
と
い
う

国
内
最
大
規
模
の
大
会
で
、
澳
本
さ
ん
の
ク
ラ

ス
は
各
都
道
府
県
よ
り
の
代
表
約
30
名
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
澳
本
さ
ん
は
、
平
成
17
年
の

同
大
会
で
の
初
優
勝
以
降
も
大
会
に
は
毎
年
出

場
し
て
い
ま
し
た
が
、悔
し
い
結
果
に
終
わ
っ
て

い
ま
し
た
。 

　

今
年
３
月
に
、一
緒
に
入
門
し
て
共
に
稽
古
を

続
け
て
き
た
友
人
が
病
気
で
亡
く
な
り
、今
回
の

大
会
で
は
そ
の
人
の
分
も
頑
張
ろ
う
と
思
い
、

「
絶
対
に
負
け
た
ら
い
か
ん
」
と
い
う
気
持
ち
で

最
後
ま
で
戦
い
、見
事
６
年
ぶ
り
２
度
目
の
全
国

優
勝
を
手
に
し
ま
し

た
。

　

澳
本
さ
ん
は
、
現
在

指
導
員
も
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負

と
し
て
、
同
じ
道
場
の

所
属
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
意
気
込
み
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

澳
本
真
也
さ
ん
が

空
手
全
国
大
会
で
２
度
目
の
優
勝

　

９
月
16
日
、
西

土
佐
奥
屋
内
出
身

の

プ

ロ

ゴ

ル

フ
ァ
ー
弘
井
太
郎

選
手
が
、
栃
木
県

で
行
わ
れ
た
男
子

ゴ
ル
フ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
「

東

松

苑

J
G
T
O
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
で
初
優
勝

し
ま
し
た
。

　

15
日
に
行
わ
れ
た
初
日
は
、
首
位
に
1
打
差

の
2
位
と
好
ス
タ
ー
ト
。最
終
日
の
こ
の
日
、４

ホ
ー
ル
目
ま
で
も
つ
れ
た
プ
レ
ー
オ
フ
を
制

し
、
プ
ロ
７
年
目
で
初
め
て
の
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。

　

弘
井
選
手
は
、
明
徳
義
塾
高
校
3
年
生
だ
っ

た
平
成
10
年
、
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
世
界

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
で
優
勝
。
こ
の
大
会

の
歴
代
優
勝
者
に
は
、
タ
イ
ガ
ー
・
ウ
ッ
ズ
や

フ
ィ
ル
・
ミ
ケ
ル
ソ
ン
な
ど
海
外
の
有
名
選
手

や
、
池
田
勇
太
や
宮
里
美
香
な
ど
の
国
内
の
有

名
な
選
手
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
高
知
黒
潮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
、
下
部
ツ
ア
ー
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
の
優
勝
を
機
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ツ

ア
ー
で
の
躍
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

弘
井
太
郎
プ
ロ 

ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
初
優
勝

　

9
月
24
日（
土
）、T
S
U
T
A
Y
A
四
万
十
店
で
、四
万

十
市
出
身
の
漫
画
家
、
井
上
淳
哉
さ
ん
の
サ
イ
ン
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
現
在
、
月
刊
コ
ミ
ッ
ク
＠
バ
ン
チ
（
新
潮

社
）に
て「
B
T
O
O
O
M
！
」を
連
載
中
。今
回
の
サ
イ
ン

会
は
単
行
本
第
6
巻
の
発
売
を
記
念
し
た
も
の
で
、
四
万

十
市
で
の
開
催
は
初
め
て
。

　

参
加
者
の
中
に
は
市
内
や
近
隣
の
市
町
か
ら
来
た
人
の

ほ
か
、東
京
や
神
奈
川
、岐
阜
と
い
っ
た
遠
方
か
ら
訪
れ
た

熱
心
な
フ
ァ
ン
の
姿
も
。
店
頭
で
販
売
さ
れ
て
い
た
単
行

本
の
ほ
か
に
も
、
井
上
さ
ん
が
以
前
に
関
わ
っ
た
ゲ
ー
ム

関
連
の
書
籍
や
グ
ッ
ズ
を
持
参
し
て
サ
イ
ン
を
求
め
る
人

も
お
り
、
井
上
さ
ん
は
そ
の
一
つ
一
つ
に
丁
寧
に
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
と
サ
イ
ン
を
書
き
な
が
ら
、
参
加
者

と
談
笑
し
、フ
ァ
ン
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、サ
イ
ン
会
の
中
で
、四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
の
贈
呈
式
も
行
わ
れ
、
井
上
さ
ん
の
高
校
時
代
の

ホ
ー
ム
主
任
で
あ
っ
た
井
口
章
一
教
育
長
に
目
録
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。ご
厚
志
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

井
上
淳
哉
さ
ん 

四
万
十
市
凱
旋
サ
イ
ン
会

様々な分野で活躍される本市出身者の方々を紹介します
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く78

　

肉
親
の
死
亡
届
を
出
さ
な
い
ま
ま

何
年
も
た
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
に
は
、
日
本
中
が
た
ま

げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
こ
の

文
明
国
日
本
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
ろ

う
と
は
！

　

杜
撰
き
わ
ま
り
な
い
役
所
、
恥
知

ら
ず
の
遺
族
に
た
だ
た
だ
あ
き
れ
る

ば
か
り
で
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
と
、決
ま

っ
て
言
わ
れ
る
台
詞
に
「
昔
は
こ
ん

な
事
は
な
か
っ
た
。」と
い
う
言
葉
で

す
。「
だ
か
ら
い
う
ち
ょ
る
ろ
う
。
今

の
日
本
は
だ
め
だ
と
」
そ
れ
に
は
誰

も
グ
ー
の
音
も
出
せ
ず
に
黙
り
込
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

　

ほ
ん
と
う
に
昔
は
こ
ん
な
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

氏
家
幹
人
氏
（
歴
史
学
者
）
が
「
文

藝
春
秋
」
に
そ
の
答
え
を
載
せ
て
い

ま
す
。結
論
は
、昔
も
こ
ん
な
不
正
が

ま
か
り
通
っ
て
い
た
、
い
や
む
し
ろ

正
々
堂
々
と
国
の
公
認
で
も
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
の
よ
う
な
の
で
す
。

　

武
士
が
こ
の
国
を
支
配
し
て
い
た

江
戸
時
代
。「
武
士
は
今
時
の
役
人
よ

り
清
廉
潔
白
、
庶
民
に
い
た
っ
て
は

人
情
に
篤
く
、
親
や
老
人
を
大
切
に

し
た
か
ら
、
孤
独
死
な
ん
て
無
か
っ

た
」と
思
い
が
ち
で
す
が
、一
般
的
に

い
え
ば
全
く
そ
う
で
は
な
か
っ
た
こ

と
が
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

 
「
幕
臣
の
中
に
は
、
将
軍
の
ご
恩
を

む
さ
ぼ
る
よ
う
に
、家
の
当
主
が
死

亡
し
て
も
、
そ
の
死
を
隠
し
、
病
気

保
養
中
と
偽
っ
て
、従
来
通
り
の
俸

給
を
受
け
取
っ
て
い
た
者
が
い
た
」

と
、
旗
本
の
長
男
、
大
谷
木
醇
堂
が

書
き
遺
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、

三
年
、
五
年
も
続
け
ら
れ
、
上
司
や

同
僚
も
当
然
の
こ
と
と
し
て
、悪
び

れ
た
風
も
な
く
死
者
の
給
料
を
む

さ
ぼ
り
と
っ
て
い
た
と
い
う
の
で

す
。つ
ま
り「
慣
例
」と
い
う
名
の
も

と
に
、幕
府
も
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し

て
き
た
の
で
し
た
。老
中
か
ら
小
役

人
ま
で
、
組
織
的
に
馴
れ
合
い
、
甘

え
合
っ
て
、不
正
を
慣
例
化
さ
せ
た
。

「
武
士
の
情
け
」「
武
士
は
相
身
互

い
」
の
互
助
精
神
が
そ
う
さ
せ
た
と

も
思
え
る
の
で
す
。
だ
と
す
れ
ば
、

「
死
亡
を
隠
し
て
年
金
を
受
け
取
り

続
け
た
現
代
の
怪
奇
現
象
も
、杜
撰

だ
と
か
、破
廉
恥
と
決
め
つ
け
る
の

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
」「
そ
れ
は
こ

の
国
の
『
麗
し
き
伝
統
』
の
ひ
と
つ

か
も
し
れ
な
い
。
あ
あ
、
サ
ム
ラ
イ

日
本
。
」
と
氏
家
氏
は
文
を
結
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
は
皮
肉
で
は
な
く
、

褒
め
コ
ト
バ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ネ
。   

　

い
か
が
思
い
ま
す
か
？
。

　　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
　

衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

遠
山
 

瑛
斗

　

井
 

結
月

秋
元
 

優
奈
心

眞
辺
 

健
太

浦
田
 

蓮
輝

倉
松
 

臣

金
子
 

遼
河

松
原
 

夏
萌

森
本
 

帆
南

西
小
路
 

基

走
川
 

空

池
田
 

結
人

伊
藤
 

有
輝

川
添
 

真
侑

沖
 

尚
生

柴
 

萌
夏

え
い  
と
 

  

ゆ  

づ
き
 

 

ひ    

な    

み

け
ん  

た

れ
ん  

き
 

じ
ん

は
る   

か

な
つ  

め

 

ほ   

な
み
 

は
じ
め
 

そ
ら
 ゆ

い  

と
 

ゆ
う  

き
 

  

ま   

ゆ
 

し
ょ
う
せ
い
 

  

も   

か

孝
浩

大節
男

剛
健

委
織

忠
明

雅
紀

健
治

哲
也

元
也

学浩
明

正
幸

力
生
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「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を

聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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合
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　9月1日から10月31日は、秋の「緑の募金週間」です。
　皆さまから寄せられた寄附金は、公益社団法人高知県森と緑の会を

通じ、県内の森林の整備、緑化の推進、子供たちの木や森とふれあう機

会の提供、公募による森林ボランティアや市町村の緑化活動への助成

等、身近なところで活用されています。

　緑の募金への寄附は、左記の場所で受け付けていますので、ご協力を

よろしくお願いします。

【問い合わせ・受付先】　

（本　　庁）林業課　　　　　☎（34）1118
（総合支所）西土佐林業分室　☎（52）1111

秋の「緑の募金」へご協力を！
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/

心理学的にありえない　上下

なさけないけどあきらめない

認知症ケアができる人材の育て方

ヒポクラテスのため息

毎日かあさん　８

前へ！

耳を澄ませば世界は広がる

笑い三年、泣き三月

アダム・ファウアー

鎌田　實

田中　元

福田　和代

西原　理恵子

麻生　幾

川畠　成道

木内　昇

おさるのジョージアイスクリームだいすき

おはなししましょう

かいけつゾロリのはちゃめちゃテレビ局

ガンジーさん

シャドウ・ゴールドの秘密　

ぼくって女の子？？

もぐらのおまわりさん

らっちさん

メアリー・オキーフ・ヤング

元永　定正

原　ゆたか

長谷川　義史

ロブ・キッド

ルイス・サッカー

斉藤　洋

杉田　比呂美

　

戦
後
ま
も
な
い
昭
和
22
年
11
月
に
第
１
回「
読
書
週
間
」が
開
催
さ
れ
て

か
ら
今
年
で
第
65
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。一
人
で
も
多
く
の
人
に
、本
を
読

む
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

暮
ら
し
の
中
に
自
分
流
の「
本
と
の
つ
き
あ
い
方
を
」と
り
入
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。
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October

　

8
月
か
ら
広
報
の
担
当
に
加
わ

り
ま
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
は

あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
話
題
を
少

し
で
も
紹
介
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

取
材
や
編
集
を
し
て
い
て
難
し

い
と
実
感
す
る
の
が
「
写
真
」
。
文

章
は
後
で
直
せ
ま
す
が
、
写
真
は

そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
な
ん
と
か

妻
を
説
き
伏
せ
て
、
ボ
ー
ナ
ス
で

一
眼
レ
フ
の
カ
メ
ラ
を
買
い
、
休

日
に
は
練
習
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
写
真
に

も
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　

（
K
.
K
）

今月の統計調査10月
調　査　名 調　査　該　当　地　区

右山元町2丁目・3丁目、
右山駅前町、不破、緑ケ丘団地

家計調査

家計消費状況調査
不明
※国主管の調査のため
　該当地区の詳細は不明です

労働力調査(実地調査) 具同田黒３丁目

社会生活基本調査
（実地調査）

中村丸ノ内、蕨岡甲下分、
右山元町1丁目、後川岩田、
下田松ノ山、下田上

個人企業経済調査 中村東町、中村於東町、中村新町、
中村一条通、中村大橋通

（県）総務部 統計課　　088（823）9344
(34)1711
(52)1111
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